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市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
皆
さ
ま
へ
、

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
４
月
25
日
か
ら
使
用
開
始
さ
れ
て
い
る「
仙

北
市
生
活
応
援
商
品
券
」の
使
用
期
限
は
、
８

月
31
日
㈪
ま
で
と
な
り
ま
す
。
使
用
期
限
が
過

ぎ
る
と
無
効
と
な
り
、使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
期
限
内
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
未
使
用
の
商
品
券
は
払
い
戻
し
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●��

問
合
せ
／
総
務
課

　
☎
43ｰ

１
１
１
１

市役所からのお知らせ

令
和
８
年
度
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
認
定
試
験

●�

申
込
受
付
期
間
／
7
月
６
日
㈪
～
21
日
㈫

(

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く)

●�

受
験
者
講
習
会
／
9
月
24
日
㈭ 

9
時
30
分

～
15
時
30
分

●�

資
格
認
定
試
験
／
10
月
30
日
㈮ 

10
時
～

12
時

●
場
所
／

《
受
験
者
講
習
会
》希
望
の
市
町
村
会
場

※�

秋
田
県
下
水
道
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

《�

資
格
認
定
試
験
会
場
》秋
田
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル　

９
階（
秋
田
市
八
橋
南
二
丁
目
10ｰ

16
）

●�

申
込
方
法
／
上
下
水
道
課
に
備
え
つ
け
の
用

紙
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
は
秋
田
県
下
水
道
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●�

受
講
・
受
験
手
数
料
／
６
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
別
）

※�

受
講
・
受
験
票
は
、
8
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

※�

テ
キ
ス
ト
は
、
受
験
者
が
準
備
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

●�

テ
キ
ス
ト
／
日
本
下
水
道
協
会
発
刊「
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
講
習
用
テ
キ
ス
ト
」

(

定
価
２
５
３
０
円)

●��

問
合
せ
／
秋
田
県
下
水
道
協
会
事
務
局

　
☎
０
１
８ｰ

８
６
４ｰ

１
４
２
７

　
上
下
水
道
課

　
☎
43ｰ

２
２
９
６

詳
細
は
こ
ち
ら
→

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
利
用
状
況
調
査
）の
実
施
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
遊
休
化
や
違

反
転
用
を
早
期
に
発
見
し
、
効
率
的
な
農
地

利
用
の
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
、
市
内
す
べ

て
の
農
地
を
対
象
と
し
た
利
用
状
況
調
査

（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）を
行
い
ま
す
。
農
家

の
皆
さ
ん
の
圃
場
に
立
ち
入
り
調
査
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
現
在
耕
作
し
て
い
な
い
農
地（
遊

休
農
地
・
不
作
付
地
）が
あ
る
方
は
、
草
刈
・

耕
起
を
行
う
な
ど
、
適
正
な
農
地
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
遊
休
農
地
を
発
見
し

た
場
合
、
農
地
所
有
者
に
対
し
今
後
の
利
用

意
向
を
伺
う
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
期
間
／
毎
年
７
月
中
旬
か
ら
８
月
ま
で

●�

調
査
方
法
／
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
、
事
務
局
が
巡
回
し
ま
す
。

●��

問
合
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
43ｰ

２
２
０
９

令
和
８
年
度
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
市（
角
館
地
区
）で
は
、
平
成
４
年
度
か
ら

土
地
の
基
本
と
な
る
地
籍
調
査
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
地
籍
と
は
、
一
筆
ご
と
の
地

番
・
地
目
・
面
積
・
所
有
者
・
権
利
関
係
を
記

録
し
た
も
の
で
、
人
間
の
戸
籍
に
あ
た
る
も

の
で
す
。

　
こ
の
地
籍
調
査
事
業
で
、
皆
さ
ま
が
所
有

す
る
土
地
の
正
確
な
地
図
や
台
帳
を
作
る
こ

と
に
よ
り
、災
害
な
ど
で
境
界
が
不
明
に
な
っ

て
も
容
易
に
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
境

界
紛
争
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
な
る
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
も
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま

す
。

　
調
査
計
画
区
域
に
土
地
を
所
有
さ
れ
る
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

令
和
８
年
度
調
査
計
画
区
域
／
仙
北
市
角

館
町
雲
然
碇
前
田
の
一
部

※
関
係
者
の
方
々
に
は
事
前
に
通
知
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
管
財
課

　
☎
43ｰ

３
３
８
５

　
夏
い
ち
ご
栽
培
に
取
り
組
も
う
と
す
る
市
内

農
業
者
な
ど
を
対
象
に
現
地
見
学
会
を
今
年
度

も
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

　
例
年
は
盛
夏
期
に
屋
外
で
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、
熱
中
症
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
今
年

度
は
9
月
下
旬
～
10
月
上
旬
を
目
途
に
開
催
し

ま
す
。
開
催
日
程
に
つ
い
て
は
、
広
報
せ
ん
ぼ

く
9
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
農
業
振
興
課

　
☎
43ｰ

２
２
０
６

　
株
式
会
社
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム

　
☎
42ｰ

８
０
６
２

　
教
育
委
員
会
か
ら
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
に
お
い
て
ク
マ
の
目
撃
情
報

が
増
加
し
て
お
り
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

が
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
内
小
・
中
学
校
の
校
外
学

習
や
学
校
敷
地
周
辺
で
の
安
全
確
認
の
際

に
、
ク
マ
よ
け
用
の
大
音
量
機
器
を
使
用
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
近
隣
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
学
校
教
育
課

　
☎
43ｰ

３
３
８
２

上
桧
木
内
出
張
所
業
務
を「
紙
風
船
館
」で
行
い
ま
す

　
昨
年
8
月
の
大
雨
被
害
に
よ
り
、
山
鳩
館

で
業
務
を
行
っ
て
い
た
上
桧
木
内
出
張
所

は
、
7
月
1
日
㈬
よ
り「
紙
風
船
館
」へ
移

転
し
、
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
7
月
1
日
は
回
線
整
備
の
た
め
、

証
明
書
発
行
な
ど
の
業
務
は
行
え
ま
せ
ん
。

皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●��

問
合
せ
／
上
桧
木
内
出
張
所

　
☎
49ｰ

２
１
５
９

　
7
月
か
ら
９
月
は
夏
の
熱
中
症
等
声
か
け

期
間
で
す
。

　
農
作
業
中
の
熱
中
症
な
ど
に
よ
る
死
亡
者

が
全
国
的
に
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

約
85
％
が
７
～
８
月
に
発
生
し
て
お
り
、
非

常
に
熱
中
症
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
熱
中
症
事
故
は
、
周
り
の
人
が
お
互
い

に
気
を
配
り
、
声
を
か
け
合
う
こ
と
で
、
防

げ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
家
族
や
職
場
、

地
域
全
体
で
声
を
か
け
合
い
、
熱
中
症
に
よ

る
死
亡
者
0
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
声
か
け
活
動
や
熱
中
症
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
左
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
問
合
せ
／
農
業
振
興
課

　
☎
43ｰ

２
２
０
６

熱
中
症
対
策
チ
ラ
シ
→

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
実
施

　
現
在
、
市
の
水
道
を
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ま
の
中
で
、
今
年
度
中
に
有
効
期
間
満
了
を

む
か
え
る
水
道
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
上
下
水

道
課
か
ら
委
託
を
受
け
た
業
者
が
訪
問
し
水
道

メ
ー
タ
ー
の
交
換
を
実
施
し
ま
す
。
利
用
者
の

皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
後
は
一
時
的
に

赤
水
、
白
濁
水
な
ど
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
外
部
水
栓
や
温
水
以
外
の
蛇
口
か
ら
数
分

水
を
出
す
と
解
消
し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

交
換
作
業
期
間
／
7
月
8
日
㈬
～
11
月
30
日
㈪

●��

問
合
せ
／
上
下
水
道
課

　
☎
43ｰ

２
２
９
６

●�

事
業
内
容
／
第
３
子
以
降
が
生
ま
れ
、
就

学
前
の
子
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
に
、
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
１
５
０
０
０
円
相
当
の
サ
ポ
ー
ト
券

を
交
付
し
ま
す
。

●�

交
付
対
象
／
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

▼�

児
童
お
よ
び
保
護
者
と
も
に
申
請
日
に
お

い
て
仙
北
市
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

▼�

第
３
子
以
降
が
生
ま
れ
、
そ
の
子
を
含
む

3
人
以
上
の
子
を
養
育
し
て
い
る
こ
と

▼�

小
学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
し
て
い
る
こ
と

●
サ
ー
ビ
ス
内
容
／

▼�

子
ど
も
の
笑
顔
が
広
が
る
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ

ン（
絵
本
・
ケ
ー
キ
・
文
房
具
・
子
ど
も
の

靴
・
お
む
つ
・
ミ
ル
ク
の
購
入
、
子
ど
も
の

記
念
写
真
、
予
防
接
種
な
ど
）

▼�

一
時
的
な
保
育
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
プ

ラ
ン（
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
・
託
児
サ
ー
ビ

ス
）

※�

詳
細
は
、
申
請
窓
口
に
設
置
し
て
い
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

申
請
先
／
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、
田
沢

湖
・
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所

●�

申
請
・
交
付
期
間
／
7
月
1
日
㈬
～
令
和

9
年
2
月
26
日
㈮

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日
～
1
月
3
日

を
除
く

●
有
効
期
限
／
令
和
9
年
3
月
31
日
㈬

●��

問
合
せ
／
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
☎
43ｰ

２
２
８
０

仙
北
市
生
活
応
援
商
品
券
の
使
用
期
限
に
つ
い
て

【
残
り
２
か
月
!!
】

農
作
業
中
の
熱
中
症
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

学
校
に
お
け
る
ク
マ
対
策
に
伴
う

大
音
量
機
器
使
用
に
つ
い
て

  仙北市公式 LINE　追加はこちらから→

夏
い
ち
ご
事
業
現
地
見
学
会
日
程
の
お
知
ら
せ

（
9
月
下
旬
～
10
月
上
旬
予
定
）

仙
北
市
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
支
援
事
業
を
開
始
し
ま
す
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市役所からのお知らせ

千
葉
克
介
写
真
展 

ー
自
然
の
息
吹
ー

　
角
館
の
桜
や
祭
り
の
情
景
を
捉
え
、
地
域

の
観
光
振
興
に
も
尽
力
し
た
写
真
家
・
千
葉

克
介
。
本
展
で
は
、
か
た
く
り
の
花
咲
く
春

か
ら
田
沢
湖
、
白
神
の
ブ
ナ
林
ま
で
、
氏
が

愛
し
た「
ふ
る
さ
と
の
自
然
」と「
み
ち
の

く
の
美
」を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
没
後
1

年
半
、
氏
の
愛
用
品
と
と
も
に
そ
の
軌
跡
を

辿
る
特
別
展
で
す
。
過
去
の
角
館
の
お
祭
り

ポ
ス
タ
ー
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
会
期
／
７
月
１
日
㈬
～
９
月
23
日
㈬

●
休
館
日
／
月
曜
日

※
７
月
20
日
、
９
月
21
日
は
開
館
し
ま
す
。

●�

入
館
料
／
高
校
生
以
上
５
０
０
円
、
小
中

学
生
３
０
０
円

※
仙
北
市
民
は
無
料

●
問
合
せ
／
平
福
記
念
美
術
館

　
☎
54ｰ

３
８
８
８

市役所からのお知らせ

「
仙
北
市
二
十
歳
の
集
い
」を
開
催
し
ま
す	

　
二
十
歳
を
祝
い
、
友
人
や
地
域
な
ど
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
機
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。　

　
二
十
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ま
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●�

対
象
者
／
平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
仙
北
市
出
身
の

方
お
よ
び
市
内
在
住
の
方
で
す
。

●�

日
時
／
８
月
15
日
㈯ 

14
時
～

　
（
受
付
13
時
～
）

●
場
所
／
仙
北
市
民
会
館（
田
沢
湖
生
保
内
）�

●
問
合
せ
／
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　
☎
43ｰ

３
３
８
３

　

角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
は
６
月
20
日
よ

り
、「
角
館
の
伝
統
工
芸
品
展
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。
角
館
町
に
あ
る
伝
統
工
芸
品
、
樺

細
工･

白
岩
焼
・
イ
タ
ヤ
細
工
・
角
館
春
慶

塗
を
展
示
し
ま
す
。

●
会
期
／
６
月
20
日
㈯
～
9
月
27
日
㈰

※
会
期
中
無
休

●�

観
覧
料
／
一
般
５
０
０
円
・
小
中
学
生

３
０
０
円

※�

仙
北
市
民
は
無
料（
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人

確
認
書
類
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。）

●�

開
館
時
間
／
９
時
～
17
時（
入
館
は
16
時

30
分
ま
で
）

●
問
合
せ
／
角
館
樺
細
工
伝
承
館

　
☎
54ｰ

１
7
０
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

　
第
50
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭「
あ
き

た
総
文
２
０
２
６
」が
、
7
月
26
日
㈰
か
ら
8

月
1
日
㈯
ま
で
の
7
日
間
、
秋
田
県
内
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
総
文
祭
は「
文
化
部
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
」と
も
呼
ば
れ
、
全
国
か
ら
約
2
万

人
の
高
校
生
が
参
加
す
る
国
内
最
大
規
模
の
芸

術
文
化
活
動
の
祭
典
で
す
。
演
劇
、
合
唱
、
吹

奏
楽
、
書
道
、
写
真
、
囲
碁
、
将
棋
な
ど
19
の

規
定
部
門
を
中
心
に
、
多
彩
な
発
表
や
交
流
が

行
わ
れ
ま
す
。
秋
田
県
で
の
開
催
は
45
年
ぶ
り

2
回
目
と
な
り
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
第
50
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
秋
田
県
実
行
委
員
会
事
務
局（
秋
田
県
教

育
庁
高
校
教
育
課
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
推
進
室
内
）

　

�

〒
０
１
０ｰ

０
９
５
１ 

秋
田
県
秋
田
市
山
王

四
丁
目
1
番
2
号

　
☎
０
１
８ｰ

８
６
０ｰ

１
４
３
３

　
詳
し
く
は
大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

県
外
で
の
採
用
活
動
を
応
援
し
ま
す
！

6
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
市
で
は
、
市
内
企
業
の
皆
さ
ま
が
優
秀
な

人
材
を
確
保
し
、
地
域
産
業
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
6
月
1
日
か
ら「
仙
北
市
中
小
企
業

採
用
活
動
支
援
事
業
補
助
金
」が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
県
外
で
開
催
さ
れ
る
合
同
企
業
説

明
会
や
就
職
フ
ェ
ア
な
ど
へ
出
展
す
る
際
の

「
宿
泊
費
」や「
交
通
費
」を
補
助
し
ま
す
。

●�

補
助
内
容
／
補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1

（
1
回
あ
た
り
上
限
5
万
円
）

●�

宿
泊
費
／
補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1

（
１
人
1
泊
あ
た
り
上
限
1
万
円
）

●�

回
数
制
限
／
同
一
年
度
内
3
回
ま
で

●�

申
請
方
法
／
必
ず
事
業
実
施（
契
約
・
申

込
）の
前
に
、
申
請
書
と
必
要
書
類
を
商

工
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●�

注
意
点
／

▼��

予
算
の
上
限
に
達
し
次
第
、
受
付
を
終
了

し
ま
す
。

▼�

交
通
費
・
宿
泊
費
の
対
象
範
囲
に
は
、
一

部
対
象
外
と
な
る
経
費（
自
家
用
車
・
タ
ク

シ
ー
利
用
、
新
幹
線
以
外
の
特
急
指
定
席

な
ど
）や
細
か
な
条
件
が
あ
り
ま
す
。
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、
事
前
の
計
画
段
階

で
、
ま
ず
は
商
工
課
ま
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
商
工
課

　
☎
43ｰ

３
３
５
１

「
仙
北
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画（
案
）」に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）の
実
施
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
関
す

る
総
合
的
な
計
画
と
し
て
、
市
の
最
上
位
計

画
で
あ
る「
仙
北
市
総
合
計
画
」の
も
と
に

位
置
付
け
る「
仙
北
市
文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
」の
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
仙
北
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

（
案
）に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●�

計
画
の
名
称
／
仙
北
市
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画（
案
）

●�

意
見
書
の
提
出
期
間
／
６
月
26
日
㈮
～
７

月
10
日
㈮

●�

公
表
場
所
お
よ
び
公
表
期
間
／

▼�

公
表
期
間 

６
月
26
日
㈮
～
７
月
10
日
㈮

▼�

公
表
場
所

①�

仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
１
階 

田
沢
湖

市
民
セ
ン
タ
ー

②
仙
北
市
役
所
角
館
庁
舎
２
階 

文
化
財
課

③�

仙
北
市
役
所
西
木
庁
舎
１
階 

西
木
市
民

セ
ン
タ
ー　

※
８
時
45
分
か
ら
17
時
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

④
仙
北
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

�

新
着
情
報
一
覧
ま
た
は
行
政
情
報
▼

各
機

関
か
ら
の
お
知
ら
せ
▼

文
化
財
課
▼『「
仙

北
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画（
案
）」

に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見

募
集
）の
実
施
に
つ
い
て
』を
ご
覧
願
い

ま
す
。

※�

計
画(

案)

は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
１
部
置
い

て
あ
り
ま
す
が
、
計
画(

案)

の
コ
ピ
ー
が
必

要
な
場
合
は
別
途
コ
ピ
ー
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

●�

意
見
の
提
出
方
法
／
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル（
意
見
書
様
式
は「
公
表
場
所
」

に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

●
意
見
提
出
の
際
の
留
意
事
項
／

　

�

い
ず
れ
の
方
法
で
提
出
す
る
場
合
も
、
提

出
す
る
方
の
住
所
お
よ
び
氏
名
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い（
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
て

い
な
い
場
合
に
は
、
提
出
意
見
と
し
て
扱

わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

●
提
出
さ
れ
た
意
見
の
公
表
／

　

�

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
意
見
書
に
つ
い
て

は
、
市
の
考
え
方
を
付
し
て
内
容
を
公
表

し
ま
す
。
そ
の
際
、
住
所
・
氏
名
は
公
表

し
ま
せ
ん
。
な
お
、
同
種
の
意
見
が
複
数

あ
る
場
合
は
、
整
理
し
ま
と
め
て
公
表
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
案
に
対
す

る
賛
成
、反
対
の
み
の
意
見
に
つ
い
て
は
、

そ
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
は
公
表

し
ま
す
が
、
改
め
て
市
の
考
え
方
を
示
す

こ
と
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ

さ
い
。

●
意
見
の
提
出
先
／

▼�

郵
送 

〒
０
１
４ｰ

０
３
９
２

　

�

仙
北
市
角
館
町
中
菅
沢
81ｰ

８ 

仙
北
市
役

所
角
館
庁
舎 

観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文

化
財
課

▼�

Ｆ
Ａ
Ｘ 

54ｰ

４
１
０
２（
観
光
文
化
ス
ポ
ー

ツ
部
文
化
財
課
宛
て
）

▼�

電
子
メ
ー
ル 

　

kybunka@
city.sem

boku.akita.jp

●
問
合
せ
／
文
化
財
課

　
☎
43ｰ

３
３
８
４

塩
野
米
松
の
い
の
ち
わ
く
わ
く
お
は
な
し
絵
本
展

　
5
冊
の
絵
本
の
原
画
や
資
料
が
大
集
合
！

お
楽
し
み
に
！

●
会
期
／
7
月
15
日
㈬
～
9
月
27
日
㈰

●
休
館
日
／
毎
週
月
曜
日

●
開
館
時
間
／
９
時
～
17
時(

入
館
は
16
時

　
30
分
ま
で
）

●�

入
館
料
／
高
校
生
以
上
５
０
０
円
、
小
中

学
生
３
０
０
円

※
仙
北
市
民
は
無
料

【
塩
野
米
松
氏
×
村
上
康
成
氏
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
開
催
！
】（
無
料
・
申
込
不
要
）

　
絵
本『
わ
く
』が
で
き
る
ま
で
の
過
程
を
お

2
人
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

日
時
／
７
月
25
日
㈯ 

14
時
30
分
～

●
場
所
／
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

●
問
合
せ
／
新
潮
社
記
念
文
学
館

　
☎
43ｰ

３
３
３
３

『昨年の二十歳の集いより』

第
50
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

「
あ
き
た
総
文
２
０
２
６
」開
催

企
画
展　
「
角
館
の
伝
統
工
芸
品
展
」

詳細はこちら
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市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ

木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
・

耐
震
改
修
補
助
事
業
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
住
宅
の
耐
震
診
断
の
支
援
や
、
耐

震
診
断
で
危
険
と
判
断
さ
れ
た
住
宅
の
耐
震
改

修
を
行
う
場
合
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

【
耐
震
診
断
支
援
事
業
】

●
対
象
と
な
る
住
宅
／

▼
市
内
に
あ
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

▼�

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
戸
建
て

住
宅
で
あ
る
こ
と（
丸
太
組
工
法
は
除
く
）

▼�

店
舗
な
ど
と
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
店
舗
部

分
の
床
面
積
が
延
べ
面
積
の
２
分
の
１
以
下

で
あ
る
こ
と

▼�

過
去
に
市
の
耐
震
診
断
、
ま
た
は
耐
震
改
修

の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

●
個
人
の
負
担
額
／
1
万
円

※�

一
般
的
な
耐
震
診
断
費
用
は
1
戸
あ
た
り
13
万
円

程
度
で
す
が
、
こ
の
う
ち
12
万
円
は
市
な
ど
で
負

担
し
ま
す
。

●�

そ
の
他
／
市
が
委
託
す
る
専
門
機
関
か
ら
耐

震
診
断
士
を
派
遣
し
ま
す
。

●
募
集
戸
数
／
2
戸

●
募
集
期
間
／
11
月
30
日
ま
で

※�

こ
の
補
助
を
受
け
る
に
は
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

【
耐
震
改
修
補
助
事
業
】

●
対
象
と
な
る
住
宅
／

▼�

耐
震
診
断
支
援
事
業
の
対
象
住
宅
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と

▼�

耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
価
点
が

１・０
未
満
と
判
断
さ
れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

▼�

申
請
時
に
耐
震
改
修
に
関
す
る
契
約
が
さ
れ

て
い
な
い
こ
と

●�

補
助
金
／
耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
の
23
％

（
上
限
30
万
円
）

※�

秋
田
県
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
と
の
併
用

は
可
能

●
募
集
戸
数
／
1
戸

●
募
集
期
間
／
11
月
30
日
㈪
ま
で

※�

こ
の
補
助
を
受
け
る
に
は
、
事
前
相
談
が
必
要

で
す
。

●
問
合
せ
／
建
設
課

　
☎
43ｰ

２
２
９
５

上部構造評点 判定 内容

1.5以上 倒壊しない ◎安全ですが点検しましょう

1.0以上
1.5未満 一応倒壊しない ○より安全にするために点検補修しましょう

0.7以上
1.0未満 倒壊する可能性がある △補修工事を行い、1.0以上にしましょう

0.7未満 倒壊する可能性がある ×早めに補修工事を行い、1.0以上にしましょう

※�上部構造評点を 1.0未満から 1.0以上にするための耐震化改修を行う場合に補助金の交付
を受けることができます。ただし、条件などがありますので事前に相談してください。

▶

▶

開催地区 開催日時・開催場所

田沢湖

7月11日㈯10時～ 12時
田沢湖総合開発センター １階 大集会室
7月14日㈫18時30分～ 20時30分

神代就業改善センター ２階 集会室

西木 7月2日㈭18時30分～ 20時30分
西木総合開発センター ２階 大集会室

角館 7月9日㈭18時30分～ 20時30分
角館交流センター 多目的ホール

仙
北
市
病
院
事
業 

経
営
健
全
化
計
画
に
関
す
る

住
民
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　
仙
北
市
病
院
事
業
は
、
令
和
６
年
度
決
算

に
お
い
て
事
業
規
模
に
対
す
る
資
金
不
足
額

の
比
率（
資
金
不
足
比
率
）が
、「
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」第

23
条
第
1
項
に
規
定
す
る
経
営
健
全
化
基

準（
20
％
）を
大
き
く
上
回
る
35
・
1
％
と
な

り
、
同
法
の
規
定
に
基
づ
き「
経
営
健
全
化

団
体
」と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
令
和

７
年
９
月
か
ら
12
月
ま
で
個
別
外
部
監
査
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
の
報
告
を
踏
ま
え
、
早

期
に
経
営
の
健
全
化
が
図
ら
れ
る
よ
う「
仙

北
市
病
院
事
業
経
営
健
全
化
計
画
」を
令
和

8
年
3
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を
６
月
22

日
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
７
月
も
次
の
日
程

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
に
関

わ
ら
ず
、
ど
こ
の
会
場
に
も
参
加
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
の
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
計
画
書
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の「
行
政
情
報
」の「
行
政
計
画
」に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
医
療
局 

経
営
戦
略
室

　
☎
54ｰ

２
１
１
６

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
54ｰ

２
７
１
５

　
メ
ー
ル

　

�iryoukanri@
city.sem

boku.akita.jp※参加にあたって申込みの必要はありません。

詳
細
は
こ
ち
ら
→

体
力
・
運
動
能
力
調
査
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　
運
動
能
力
を
把
握
す
る
い
い
機
会
で
す
。
自

分
の
苦
手
な
と
こ
ろ
を
把
握
し
、
日
々
の
健
康

の
た
め
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。
参
加
は
無
料
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時
・
会
場
／

▼�

7
月
16
日
㈭ 

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
7
月
17
日
㈮ 

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

  

生
保
内
市
民
体
育
館

※�

時
間
内
は
、
い
つ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
希
望
者

に
は
結
果
を
お
渡
し
し
ま
す
。

●�

服
装
・
持
ち
物
／
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
服

装
・
内
履
き
・
タ
オ
ル
・
水
分
補
給
の
た
め

の
飲
料
水
な
ど

●�

参
加
資
格
／
４
月
1
日
現
在
、
仙
北
市
に
在

住
・
在
勤
の
満
20
歳
以
上
の
方 

●�

参
加
定
員
／
各
会
場 

約
40
人

●�

申
込
方
法
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で
電
話
、

メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
各
市
民
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
・
公
民

館
で
お
申
し
込
み
の
場
合
は
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
記
入
し
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
締
切
／
７
月
10
日
㈮

※
当
日
受
付
も
可
能
で
す
。

●�

問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
43ｰ

３
３
９
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

54ｰ

４
１
０
２

　
メ
ー
ル

　

kyspo@
city.sem

boku.akita.jp

仙
北
市
の
今
を
知
り
、
明
る
い
未
来
に
つ
い
て

市
長
と
一
緒
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
直
接
語
り
合
う

「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
私
た
ち
の
生
活
に
身
近

な「
仙
北
市
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
・
移
住
」「
空

き
家
の
こ
ま
り
ご
と
」「
地
域
の
足
・
公
共
交

通
」の
３
つ
で
す
。

　
「
こ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
」「
こ
こ
を
も
っ

と
こ
う
し
て
ほ
し
い
」と
い
っ
た
、
皆
さ
ま

の
率
直
な
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
ぜ
ひ
会
場
で

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
市
民
同
士
、
ま
た
市

長
を
は
じ
め
市
の
担
当
者
と
一
緒
に
、
仙
北

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
中
高
生
を
は
じ
め
若
い
世
代
の
斬
新
な
意

見
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
幅
広
い
年
齢
層
か

ら
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日
時
お
よ
び
会
場
／

▼�

8
月
1
日
㈯ 

9
時
30
分
～
11
時
30
分

  

田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー 

1
階 

大
集
会
室

▼��

8
月
1
日
㈯ 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

�  

角
館
庁
舎 

１
階 

１
０
１・１
０
２
会
議
室

▼�

8
月
８
日
㈯ 

9
時
30
分
～
11
時
30
分

  

西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー 

２
階 

集
会
室　

※
各
会
場
と
も
定
員
は
30
名
程
度
で
す
。

●
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
／

※�

堅
苦
し
い
説
明
会
で
は
な
く
、
参
加
型
の
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
す
。

①�

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ 

今
の
課
題
と
こ
れ
か
ら

の
仙
北
市

②
テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク
１

　
テ
ー
マ「
移
住
」「
空
き
家
」「
公
共
交
通
」ご

と
に
分
か
れ
て
課
題
を
出
し
合
い
ま
す

③
テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク
２

　
解
決
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
話
し
合
い
ま
す

④�

意
見
交
換 

出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、

市
と
参
加
者
で
話
し
合
い
ま
す

●�

市
出
席
予
定
者
／
市
長
、
副
市
長
、
教
育

長
、
総
務
部
長
、
企
画
部
長
、
各
市
民
セ

ン
タ
ー
所
長

●�

参
加
方
法
／
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

▼�

電
話
申
込
／
参
加
者
の
氏
名
、
電
話
番
号
、

参
加
希
望
日
、
テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク
で
希
望
す

る
テ
ー
マ（
移
住
、
空
き
家
、
公
共
交
通
）

1
～
３
位
を
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼�

Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
込
／
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

込
み
、
フ
ォ
ー
ム
か
ら
必
要
事
項
を
入
力
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク
の
テ
ー
マ
で
希
望
に
偏
り
が

あ
る
場
合
は
調
整
の
う
え
配
置
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
申
込
締
切
／
７
月
27
日
㈪ 

17
時
ま
で

●�

問
合
せ
／
ま
ち
づ
く
り
課　

　
☎
43ｰ

３
３
１
５

申
込
フ
ォ
ー
ム
は

こ
ち
ら
→

小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
に
つ
い
て

　
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
、
市
内
各
庁

舎
と
よ
ね
や
角
館
店
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
利
用
に
あ
た
り
い
く
つ
か
守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼�

小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
、
ご
み
箱
で

は
な
い
の
で
可
燃
ご
み
、
空
き
缶
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
関
係
の
な
い
ご
み
を
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
関
係
の
な
い
ご
み
が

入
っ
て
い
る
と
、
回
収
作
業
の
妨
げ
に
な

り
ま
す
。

▼�

乾
電
池
や
ボ
タ
ン
電
池
は
、
今
年
度
４
月

か
ら
燃
え
な
い
ご
み
と
し
て
収
集
さ
れ
て

い
る
た
め
、
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ

は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼�

小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
小
型
家
電
を

入
れ
る
際
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
ナ
イ
ロ
ン

袋
に
は
入
れ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

▼�

炊
飯
器
な
ど
の
粗
大
ご
み
や
、
ド
ラ
イ

ヤ
ー
な
ど
の
小
型
家
電
を
、
分
解
し
た
状

態
で
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
入
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
基
板
や
部
品
の
角
が
と

が
っ
て
い
る
と
、
持
ち
込
む
方
も
回
収
す

る
側
も
ケ
ガ
を
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
や
め
て
く
だ
さ
い
。
小
型
家
電
回

収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
る
際
は
、
分
解
せ
ず

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

●���

問
合
せ
／
生
活
環
境
課

　
☎
43ｰ

３
３
１
３

●�
応
募
資
格
／
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
し
た
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生

●�

募
集
作
品
／

▼�

文
芸
作
品（
作
文
、詩
、短
歌
、俳
句
・
川
柳
・
標
語
）

※�

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
縦
書
き
。
パ
ソ
コ
ン

使
用
の
場
合
は
、
Ａ
４
版
用
紙
に
印
刷
。

▼�

自
由
作
品（
ポ
ス
タ
ー
、
絵
、
活
動
報
告
な
ど
）

●
応
募
締
め
切
り
／
8
月
24
日
㈪
必
着

●�

提
出
・
問
合
せ
／
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
43ｰ

２
２
８
３

詳
細
は
こ
ち
ら
→

 

認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
の

「
認
知
症
」を
テ
ー
マ
と
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
！
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市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ

帰
省
に
合
わ
せ
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

「
あ
き
た
就
職
フ
ェ
ア
」開
催

　
秋
田
県
内
の
企
業
や
市
町
村
と
直
接
話

が
で
き
る「
あ
き
た
就
職
フ
ェ
ア
」が
開
催

さ
れ
ま
す
。
帰
省
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
た

開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、「
将
来
は
仙
北
市

へ
戻
り
た
い
」と
お
考
え
の
、
県
外
に
お
住

ま
い
の
ご
家
族
や
ご
友
人
へ
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
県
内
で
の
就

職
や
転
職
を
お
考
え
の
県
内
・
市
内
在
住

の
皆
さ
ま
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
地
元
企
業
を
知
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
の
で
、
就
職
活
動
中
の
学
生
さ
ん
や
、

転
職
を
検
討
さ
れ
て
い
る
社
会
人
の
方
も

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
県
内
企
業
・
市
町
村
・
業
界
団

体
な
ど
が
出
展
す
る
ほ
か
、
就
職
相
談
・
移

住
相
談
な
ど
の
ブ
ー
ス
も
設
置
し
ま
す
。

●
日
時
／
8
月
11
日（
火
・
祝
） 

12
時
～
16
時

●�

会
場
／
秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー 

ア
ル
ヴ
ェ

（
秋
田
市
東
通
仲
町
４ｰ

１
）1
階
き
ら
め

き
広
場
、
2
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●�

対
象
／
秋
田
県
内
へ
の
就
職
・
移
住
を
検

討
し
て
い
る
方
、
関
心
が
あ
る
方

※�

学
生
・
社
会
人
、
県
内
外
在
住
を
問
い
ま
せ

ん
。
ご
家
族
同
伴
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

※�

出
展
企
業
な
ど
の
詳
細
は
、
7
月
中
旬
公
開

予
定
の
特
設
サ
イ
ト
に
て
順
次
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●
問
合
せ
／
商
工
課

　
☎
43ｰ

３
３
５
１

　
公
益
財
団
法
人
秋
田
県
ふ
る
さ
と
定
住
機
構

　
☎
０
１
８ｰ

８
２
６ｰ

１
７
３
１

令和10年４月開校予定

神代小学校・西明寺小学校・桧木内小学校の統合による
新しい小学校の「 校名 」を

募集します！募集します！
～３つの小学校の想いをつなぎ、
未来を拓く新しい学び舎～

豊かな自然や地域のつながりを大切
にし、子どもたちがのびのびと学び、
成長できる学校を目指します。

募集要項

●募集期間　7月1日㈬から 8月17日㈪【必着】

●校名案の応募基準
（1）�常用漢字、ひらがな、カタカナを使用してください。（併

用可）
（2）�読み方がわかりやすい名称としてください。
（3）漢字の場合は、ふりがなを付けてください。
（4）�地域の特色が感じられるなど親しみやすい名称として

ください。

●応募資格
（1）３小学校の在校生およびその保護者
（2）３小学校の学区にお住まいの方
（3）３小学校の卒業生
（4）３小学校の教職員および元教職員

●校名の決定方法
　応募いただいた校名案をもとに、統合準備委員会で候補
を選定し、教育委員会および市議会での手続きを経て正式
決定します。
※�必ずしも応募数の多い校名案を選定するものではありません。

記入項目
（すべて必要）

①校名案（ふりがな）
②校名案を考えた理由
③�応募者区分（保護者、学区住民、卒業生、
教職員、元教職員）
④応募者の氏名、年齢、住所、連絡先

●応募用紙について
　教育委員会、各市民センター・出張所に備え付けてい
るほか、市ホームページ＞学校適正配置・学校統合＞神
代小・西明寺小・桧木内小・統合準備委員会に掲載してい
ます。

●応募先・問合せ／仙北市教育委員会 学校統合推進室
〒014-0398　秋田県仙北市角館町上野18番地

☎0187-43-3381　FAX 0187-54-2112　電子メール kyhaichi@city.semboku.akita.jp

応募方法

ホームページ→

応募フォーム→

（1）オンラインフォームによる方法
　�下の二次元コードからアクセスし、記入項目を入力し
てください。

※応募はお1人につき1点までとします。

（2）持参による方法
　�応募用紙（※）を、教育委員会、各市民センター・出
張所へ、「教育委員会行き　校名応募」と記した封筒に
入れて提出してください。

（3）ＦＡＸ、郵送による方法
　下の応募先へ応募用紙を送付してください。
（4）電子メールによる方法
　�下の応募先へ、件名を「校名応募」として、応募用紙を
添付するかメール本文に上の記入項目をもれなく記入
して送信してください。

地域の皆さまに親しまれる新しい学校にふさわしい校名案をぜひお寄せください。

試験区分 採用人数 受験資格 第１次試験 第2次試験 合格者採用日

高校卒業程度
一般行政 3名程度 平成13年4月2日から平成21年4月1日までに生

まれた人（ただし、学校教育法による大学（短期大
学・高等専門学校を含む）を卒業した人もしくは令
和9年3月卒業見込みの人またはこれらに相当する
学歴を有すると認められる人は受験できません。）

9月20日㈰ 10月20日㈫ 令和9年
4月1日予定

初級土木 1名程度

●�申込方法／仙北市ホームページトップ画面から職員採用
試験情報にアクセスし、エントリーシートをダウンロー
ドのうえ、必要事項を入力してください。エントリーシー
ト作成後、再び職員採用試験情報にアクセスし、ページ
下部の「仙北市スマート申請サービス」にアクセスをし

て、利用者登録と受験申込を行ってください。
※試験区分ごとにアドレスが違いますので、ご注意ください。
●�申込受付期間／ 7月27日㈪から８月28日㈮17時15
分まで

●問合せ／総務課　☎43-1111

時
間
外
交
付
→

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
→

　
完
全
予
約
制
に
よ
る
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
時
間
外
交
付
を

行
い
ま
す
。

　

写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
申
請
し
、
お
手
元
に

交
付
通
知
書
の
ハ
ガ
キ
が
届
い

て
い
る
方
を
対
象
に
、
時
間
外

で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
を
行
い
ま
す
。

※�

交
付
は
予
約
し
た
方
の
み
に
限
り
ま

す
。
ま
た
時
間
外
の
交
付
窓
口
は
角

館
庁
舎
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
時
間
外
で
の
交
付
を
希
望
す
る

方
は
、
各
交
付
日
の
２
日
前
ま
で

に
電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
場
所
が
田
沢
湖
庁
舎
、
西
木
庁

舎
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、

２
日
前
ま
で
に
連
絡
を
い
た
だ
け

れ
ば
角
館
庁
舎
に
て
受
け
取
り
が

可
能
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
に
つ
い
て
は
原
則
本
人
が
来

庁
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●�

時
間
外
交
付
日
時
／

▼
7
月
／
8
日
、
22
日

▼
8
月
／
12
日
、
26
日

▼
9
月
／
16
日
、
30
日

※
17
時
15
分
～
19
時
ま
で

●�

持
参
す
る
物
／

▼�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通

知
書
の
ハ
ガ
キ

▼�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

※�

紛
失
し
て
い
る
場
合
に
は
、
紛
失
届

を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
本
人
確
認
書
類

※�

運
転
免
許
証
、
旅
券
、
在
留
カ
ー
ド

な
ど
の
う
ち
１
点
。
こ
れ
ら
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
健
康
保
険
の
資
格

確
認
書
ま
た
は
年
金
手
帳（
年
金
証
書

で
も
可
）お
よ
び「
氏
名
・
生
年
月
日
」

ま
た
は「
氏
名
・
住
所
」が
記
載
さ
れ

た
書
類（
社
員
証
、
学
生
証
、
医
療

受
給
者
証
な
ど
）。

▼�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち

の
方
の
み
）

●�

予
約
連
絡
先
／
国
保
市
民
課
市
民

係 

☎
43ｰ

３
３
０
７

　
（
各
交
付
日
の
2
日
前
ま
で
）

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付
も
行
っ

て
い
ま
す
。
料
金
は
窓
口
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
／
国
保
市
民
課
市
民
係

　
☎
43ｰ

３
３
０
７

令和 8 年度仙北市職員採用試験のお知らせ
高校卒業程度一般行政、初級土木、 仙北市職員採用

情報はこちら

※複数の試験区分を併願することはできません。

完
全
予
約
制
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
交
付
を
行
い
ま
す
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市役所からのお知らせ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

    
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

国
民
健
康
保
険
に

     

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

後
期
高
齢
者
の
方
へ
資
格
確
認
書
等
が

交
付
さ
れ
ま
す

　
有
効
期
限
が
７
月
31
日
の
資
格
確
認
書
を

お
持
ち
の
方
へ
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
状
況

な
ど
に
よ
り
、新
し
い「
資
格
確
認
書
」か「
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ（
資
格
情
報
通
知
書
）」の

ど
ち
ら
か
が
７
月
中
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※�「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」は
、
医
療
機
関
の
窓
口

な
ど
で
マ
イ
ナ
保
険
証
が
読
み
取
れ
な
い
と
き
に

補
助
的
に
使
用
で
き
ま
す
が
、「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」だ
け
で
は
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
マ
イ
ナ
保
険
証
と
一
緒

に
医
療
機
関
へ
持
参
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●�「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」の
送
付
対
象
／

次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方

▼
84
歳
以
下
の
方

▼�

マ
イ
ナ
保
険
証
を
直
近
１
年
間
に
６
回
以
上

利
用
し
て
い
る
方

▼�

マ
イ
ナ
保
険
証
を
直
近
３
か
月
に
１
回
以
上

利
用
し
た
方

　
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」が
送
付
さ
れ
た

方
に
は
、「
資
格
確
認
書
」は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請

す
る
と「
資
格
確
認
書
」を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼�

マ
イ
ナ
保
険
証
を
一
時
的
に
利
用
で
き
な
い

方（
紛
失
、
更
新
中
な
ど
）

▼�

マ
イ
ン
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
返
納
す
る
方

▼�

マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診
が
困
難
で
あ
る
方

（
介
助
者
な
ど
の
第
三
者
が
資
格
確
認
を
補

助
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
）

　
な
お
、
交
付
さ
れ
た「
資
格
確
認
書
」に
限

度
区
分
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
、
申
請

す
る
と
限
度
区
分
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」に
は
、
限
度

区
分
が
記
載
さ
れ

ま
せ
ん
。）申
請
先

は
、
各
庁
舎（
上

野
庁
舎
を
除
く
）・

各
出
張
所
の
健
康

保
険
担
当
と
な
り

ま
す
。

　

新
し
い
資
格
確

認
書
は《
む
ら
さ

き
色
》で
す
。

長
期
に
入
院（
所
得
区
分
が
低
所
得
Ⅱ
）

し
た
と
き
の
食
事
代
に
つ
い
て

　

入
院
時
の
食
事
代
は
、
低
所
得
Ⅱ
の
認
定

を
受
け
て
い
る
期
間
に
お
い
て
、
過
去
１
年

間
で
入
院
日
数
が
90
日
を
超
え
た
方
は
申

請
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。�

　
や
む
を
得
ず
減
額
が
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
で
も
、
申
請
に
よ
っ
て
差
額
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
国
保
市

民
課
国
保
年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
と
き

　
交
通
事
故
な
ど
他
人(

第
三
者)

の
行
為
に

よ
っ
て
病
気
や
け
が
を
し
た
場
合
で
も
、
健
康

保
険
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
届

出
が
必
要
で
す
の
で
国
保
市
民
課
国
保
年
金
係

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
国
保
市
民
課
国
保
年
金
係

　
☎
43ｰ

３
３
１
６

マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診
が
困
難
な
方
へ

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
7
月
中
に「
資
格
確
認
書
」ま
た
は

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」を
、
世
帯
主
宛

て
に
簡
易
書
留
で
お
送
り
し
ま
す
。

　
８
月
１
日
以
降
、
医
療
機
関
を
受
診
す

る
際
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
か
今
回
お
送
り

す
る「
資
格
確
認

書
」を
お
使
い
く

だ
さ
い
。

　
「
資
格
確
認

書
」・「
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
」の

取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
同
封
す
る
通

知
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
て
も
、
高

齢
者
や
障
が
い
な
ど
に
よ
り
マ
イ
ナ
保
険

証
で
の
受
診
が
困
難
な
方
や
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
紛
失
・
更
新
中
の
方
は
申

請
に
よ
り「
資
格
確
認
書
」の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
次
の
書
類
を
持
参
の
上
、
お
近
く
の
市
役

所
各
庁
舎（
上
野
庁
舎
を
除
く
）・
出
張
所
の

国
保
担
当
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

施
設
入
所
契
約
書
や
障
害
者
手
帳
な
ど

▼�

届
出
者
の
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
）

限
度
額
適
用
認
定
証
ま
た
は

限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、認
定
証
の
申
請
を
し
な
く
と
も
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払
い
は
限
度

額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
発
行
申
請
が
可
能
で
す
。

▼�

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

▼�

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
未
導
入
の
医

療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
方

▼�

医
療
機
関
か
ら
提
示
を
求
め
ら
れ
た

方
※�

対
象
外
の
所
得
区
分
の
方
や
、
ご
自
身

の
状
況
に
よ
り
発
行
の
要
否
が
異
な
り

ま
す
。
不
明
な
点
は
窓
口
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

後期高齢者医療資格確認書

市役所からのお知らせ

●�

問
合
せ
／
国
保
市
民
課
国
保
年
金
係

　
☎
43ｰ

３
３
１
６

市役所からのお知らせ

福
祉
医
療
費
受
給
者
証

     （
マ
ル
福
）を
郵
送
し
ま
す

　
今
年
度
よ
り
会
場
で
の「
福
祉
医
療
費
受

給
者
証（
以
下
、
受
給
者
証
）」交
付
を
取
り

や
め
、
対
象
の
方
へ「
郵
送
」で
お
届
け
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
更
新
手
続
き

は
不
要
で
す
。
現
在
お
手
元
に
あ
る
受
給
者

証
の
有
効
期
限
が
令
和
８
年
７
月
31
日
の
方

で
、
８
月
以
降
も
対
象
と
な
る
方
に
は
、
７

月
末
ま
で
に
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
受
給

者
証
を
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
現
在
お
持
ち

の
受
給
者
証
の
有
効
期
限
が
７
月
31
日
で
は

な
い
方（
無
期
限
の
方
な
ど
）は
、
引
き
続

き
お
持
ち
の
受
給
者
証
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

▼
令
和
７
年
中
の
所
得
が
確
認
で
き
な
い
方

▼
受
給
者
区
分
が
変
更
と
な
る
方
な
ど

　
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
期
日
ま
で
に
お

手
続
き
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

次
の
方
に
は
個
別
に
案
内
を

郵
送
し
ま
す

▼�

7
月
末
ま
で
に
新
し
い
受
給
者
証
が
届
か

な
い
場
合

▼
記
載
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合

　
お
手
数
で
す
が
担
当
窓
口
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
は
、

毎
月
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
経
済
的
な
事
情
で
納
付
が
難
し
い

場
合
は
、
保
険
料
が「
免
除
」ま
た
は

「
猶
予
」さ
れ
る
制
度
が
あ
り
、
こ
の

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
将
来
の
年

金
受
給
権
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
事

故
な
ど
に
よ
り
障
が
い
を
負
っ
た
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
未
納

の
ま
ま
に
せ
ず
、
免
除
ま
た
は
猶
予

の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
申
請
は
、
市
役
所
の
国
民
年
金
担

当
窓
口
か
年
金
事
務
所
で
す
。
郵
送

や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
た
電

子
申
請
も
可
能
で
す
。

※�

令
和
8
年
度
の
免
除
・
猶
予
申
請
の
受

付
は
7
月
１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
国
保
市
民
課
国
保
年
金
係

　
☎
43ｰ

３
３
１
６

介
護
保
険
は
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度

で
あ
り
、
保
険
料
は
こ
の
制
度
を
支
え
る
大
切

な
財
源
で
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
介

護
保
険
料
は
所
得
や
住
民
税
課
税
状
況
に
よ
っ

て
決
定
し
、
納
め
方
は
納
付
書
や
口
座
振
替
で

納
め
る
普
通
徴
収
と
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
で

納
め
る
特
別
徴
収
に
分
か
れ
ま
す
。
介
護
保
険

料
額
の
お
知
ら
せ
は
7
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

▼�

普
通
徴
収
／
7
月
中
旬
送
付
の
納
付
書
に
よ

り
納
め
ま
す
。
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、
口

座
振
替
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※�

普
通
徴
収
の
対
象
と
な
る
方
は
、
年
金
の
年
額

が
18
万
円
未
満
ま
た
は
受
給
し
て
い
な
い
方
、

４
月
１
日
の
時
点
で
年
金
を
受
け
て
い
な
い

方
、
令
和
8
年
度
中
に
65
歳
に
な
る
方
な
ど

で
す
。

▶�

特
別
徴
収
／
年
金
支
給
月
（
偶
数
月
）
に
年

金
か
ら
の
差
し
引
き
に
よ
る
納
付
と
な
り
ま

す
。

※�

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
保
険
料
を

支
払
う
こ
と
が
一
時
的
に
困
難
な
と
き
は
、

申
請
に
よ
っ
て
介
護
保
険
料
の
減
免
ま
た
は

徴
収
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
次
の
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●���

問
合
せ
／

▼�

介
護
保
険
事
務
所 

保
険
給
付
班 

☎0187-
86-3911

▼
仙
北
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎43-2283

▼
仙
北
市
福
祉
政
策
課
長
寿
支
援
係 

☎43-
2281

あ

令和8年度介護保険料

段階 区 分（令和８年度の住民税課税状況等） 保険料（年額）

1

世帯全員が

住民税非課税

生活保護を受給している方、
（A) が 82.65 万円以下の方

22,914円 基準額×0.285

2 （A) が 120万円以下の方 30,150円 基準額×0.375

3 （A)が120万円を超える方 55,074円 基準額×0.685

4 住民税課税世帯

（本人非課税）

（A) が 82.65 万円以下の方 70,350円 基準額×0.875

5 （A)が82.65万円を超える方 80,400円 基準額

6

住民税課税世帯

（本人課税）

（B) が 120万円未満の方 96,480円 基準額×1.2

7 （B) が 120万円以上、
210万円未満の方

104,520円 基準額×1.3

8 （B) が 210万円以上、
320万円未満の方

120,600円 基準額×1.5

9 （B) が 320万円以上、
420万円未満の方

136,680円 基準額×1.7

10 （B) が 420万円以上、
520万円未満の方

152,760円 基準額×1.9

11 （B) が 520万円以上、
620万円未満の方

168,840円 基準額×2.1

12 （B) が 620万円以上、
720万円未満の方

184,920円 基準額×2.3

13 （B) が 720万円以上の方 192,960円 基準額×2.4

令
和
８
年
度

介
護
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

介
護
保
険
は
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度

で
あ
り
、
保
険
料
は
こ
の
制
度
を
支
え
る
大
切

な
財
源
で
す
。

　
65
歳
以
上
の
方（
第
１
号
被
保
険
者
）の
介
護

保
険
料
は
所
得
や
住
民
税
課
税
状
況
に
よ
っ
て

決
定
し
、
納
め
方
は
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納

め
る
普
通
徴
収
と
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
で
納

め
る
特
別
徴
収
に
分
か
れ
ま
す
。
介
護
保
険
料

額
の
お
知
ら
せ
は
7
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

▼�

普
通
徴
収
／
7
月
中
旬
送
付
の
納
付
書
に
よ
り

納
め
ま
す
。
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、
口
座
振

替
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※�

普
通
徴
収
の
対
象
と
な
る
方
は
、
年
金
の
年
額
が

18
万
円
未
満
ま
た
は
受
給
し
て
い
な
い
方
、
４
月
１

日
の
時
点
で
年
金
を
受
け
て
い
な
い
方
、
令
和
8
年

度
中
に
65
歳
に
な
る
方
な
ど
で
す
。

▼�

特
別
徴
収
／
年
金
支
給
月（
偶
数
月
）に
年
金

か
ら
の
差
し
引
き
に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す
。

※�

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
保
険
料
を
支
払
う

こ
と
が
一
時
的
に
困
難
な
と
き
は
、
申
請
に
よ
っ
て

介
護
保
険
料
の
減
免
ま
た
は
徴
収
猶
予
が
認
め
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
次
の
お
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●���

問
合
せ
／

▼
介
護
保
険
事
務
所 

保
険
給
付
班

　
☎
０
１
８
７ｰ

86ｰ

３
９
１
１

▼
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 　
☎
43ｰ

２
２
８
３

▼�

福
祉
政
策
課　
☎
43ｰ

２
２
８
１

（A) 本人の前年の［合計所得金額+課税年金収入額］
（B) 本人の前年の合計所得金額

市役所からのお知らせ

免除額 保険料

全額免除 17,920円 0円
4分の3
免除

13,440円 4,480円

半額免除 8,960円 8,960円
4分の 1
免除

4,480円 13,440円

【免除が承認された場合の
免除額と保険料】

※�

一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場
合
に
減
額

さ
れ
た
保
険
料
を
納
付
し
て
い
な
い
期

間
は
、
未
納
扱
い
と
な
り
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
国
保
市
民
課
国
保
年
金
係 

☎
43ｰ

３
３
１
６

　
大
曲
年
金
事
務
所

　
☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

２
２
９
６

福祉医療費受給者証

資格確認書

資
格
確
認
書
な
ど
が
交
付
さ
れ
ま
す
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世帯主および被保険者の総所得金額
などが下記の基準を超えない世帯 軽減割合 均等割額 令和7年度との差額

43万円＋（給与・年金所得者など※の
数－１）×10万円

医療分：7.2割※１
子ども分：７割

医療分：15,678円
子ども分：405円

医療分：2,100円
子ども分：405円

43万円＋（給与・年金所得者など※の
数－１）×10万円＋31万円×世帯の
被保険者数

5割 医療分：27,998円
子ども分：675円

医療分：5,368円
子ども分：675円

43万円＋（給与・年金所得者など※の
数－１）×10万円＋57万円×世帯の
被保険者数

2割 医療分：44,796円
子ども分：1,080円

医療分：8,588円
子ども分：1,080円

●均等割額の軽減措置／

　2年ごとに改定される保険料率は、「秋田県後期高齢者医療広域連合」が決定してい
ます。市町村では、広域連合で決定した保険料率に基づき、保険料の通知や納付書を
みなさまに送付しています。
　医療費の急増などが原因で、保険料は年々増加傾向にあります。健康で安心な医療
制度運営のため、ご理解とご協力をよろしくお願いします。
　なお、保険料率改定に関する疑問 ･質問は、広域連合で設置するコールセンターで
受け付けています。
●問合せ／秋田県後期高齢者医療広域連合コールセンター
　☎0120-331-150
　（受付時間：平日9時から 18時まで ※受付期間：9月30日まで）

保険料率の算定について

　国により、令和８年度から子ども・子育て支援金制度が始まります。
　子ども・子育て支援金制度は、全世代から医療保険料とあわせて支援金を拠出
いただき、子どもや子育て世帯を社会全体で支える制度です。
　皆さまから拠出いただく支援金は、「児童手当の拡充」や「妊婦のための支援給
付」などの子どもや子育て世帯を支援する事業に充てられます。
　子ども・子育て支援金制度に関するお問い合わせは、こども家庭庁コールセン
ターで受け付けています。
●問合せ／こども家庭庁コールセンター
　☎0120-303-272（受付時間：平日９時から 18時まで）

子ども・子育て支援金制度について

市役所からのお知らせ

後期高齢者医療保険料について
令和８年度

※給与・年金所得者などとは、以下のいずれかを満たす方です。
▶一定の給与所得者（給与収入55万円超）
▶公的年金などに係る所得を有する方
　（公的年金などの収入金額が、65歳未満で60万円超または65歳以上で125万円超）
※1 令和８・９年度は特例として医療分の７割軽減を7.2割軽減とします。

市役所からのお知らせ

　４月１日号の広報せんぼくでもお知らせしましたが、後期高齢者医療制度の保険料率
は、２年ごとに改定されることになっており、令和８年度から保険料率が変更されます。
所得が一定以下の世帯の方に適用される保険料の軽減措置についても、変更されます。
後期高齢者医療の保険料は、県内の加入者全員に等しく納めていただく「均等割額」と、
加入者本人の基礎控除後所得に応じて納めていただく「所得割額」がありますが、所得の
低い世帯の方は、世帯主および被保険者の所得に応じて、下の表のとおり軽減されます。

令和８年度から
後期高齢者医療制度の保険料率が変わります

保険料率の改定保険料率の改定

令和７年度まで

均等割額 45,260円

所得割率 9.02％

令和８年度から
（子ども分は令和８年度の額）

均等割額 医療分：55,996円
子ども分：1,350円

所得割率 医療分：9.73 ％
子ども分：0.25％

※1従来の後期高齢者医療保険負担分を「医療
分」と表記しています。

※2子ども・子育て支援納付金分を「子ども分」
と表記しています。

　令和７年中の所得に応じて確定した、令和８年度の後期高齢者医療保険料をお知らせする
通知を加入者の皆さまにお送りします。保険料は被保険者全員が等しく負担する「均等割額」
と、被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の合計となり、個人単位で賦課されます。
保険料は、特別徴収（年金からの納付）と普通徴収（口座振替または納付書による納付）での
納付になりますので、ご確認ください。

保険料額決定通知が７月中に届きます

均等割額【55,996円】
＋

所得割額【（総所得金額）－43万円】×9.73％

※100円未満切捨て

均等割額【1,350円】
＋

所得割額【（総所得金額）－43万円】×0.25％

※100円未満切捨て

医療分（※1）医療分（※1）限度額85万円限度額85万円

子ども分（※2）子ども分（※2）限度額2万1千円限度額2万1千円

年間保険料の構成年間保険料の構成

後期高齢者医療保険料について
令和８年度

市役所からのお知らせ

改定後の保険料率に基づく保険料額は、7月10日に発送する予定です。

このページに関する問合せ／
税務課　☎ 43-1117
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令和7年度 令和８年度

医療分 所得割率 6.80% 所得割率 6.56％

国保加入者の医療費にあてるための分
（全ての世帯が負担）

均等割額 18,000円 均等割額 16,000円

平等割額 17,000円 平等割額 15,000円

課税限度額 660,000円 課税限度額 670,000円

後期高齢者支援金分 所得割率 3.50％ 所得割率 3.50％

後期高齢者医療制度の医療費などにあて
るための課税額（全ての世帯が負担）

均等割額 9,000円 均等割額 9,000円

平等割額 8,000円 平等割額 8,000円

課税限度額 260,000円 課税限度額 260,000円

介護納付金分 所得割率 3.00％ 所得割率 3.00％

介護保険制度の第２号被保険者として納
めていただく分（被保険者の中に 40歳
から 64歳までの方がいる世帯が負担）

均等割額 10,000円 均等割額 11,000円

平等割額 4,000円 平等割額 5,000円

課税限度額 170,000円 課税限度額 170,000円

子ども・子育て支援金分 所得割率 所得割率 0.24％

子育てを社会全体で支援するため納めて
いただく分

（18歳以上の被保険者が負担）

均等割額 均等割額 1,000円

18歳以上均等割額 18歳以上均等割額 40円

平等割額 平等割額 1,000円

課税限度額 課税限度額 30,000円

減 増

市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ

国民健康保険税の改正等について
令和８年度

国民健康保険税の改正等について

　子ども・子育て支援金制度は、全世代からの納付金により、子どもや子育てを社会全
体で応援する仕組みであり、財源は加入している医療保険から徴収されます。そのため、
国民健康保険においては、従来の「医療分」、「後期高齢者支援金分」、「介護保険納付金
分 ( ※ )」、に加えて「子ども・子育て支援金分」を上乗せして納付いただくこととなり
ます。

国民健康保険税は世帯単位で課税され、
世帯主が納税義務者になります

　国民健康保険税は、「医療分」、「後期高齢者支援金分」、「介護保険納付金分 (※ )」、「子
ども・子育て支援金分」による構成です。被保険者（国民健康保険の加入者）の人数に
応じて負担いただく「均等割額」、世帯単位で負担いただく「平等割額」、前年中の所
得に応じて負担いただく「所得割額」を合算して計算します。税額はその年度の４月か
ら３月までの１年間分を７月に決定し、世帯主の方へ通知します。なお、世帯主が国
民健康保険に加入していない場合（社会保険や後期高齢者医療保険）でも、擬制世帯主
として世帯主の方が納税義務者になります（地方税法第703条の４）。

税率・課税限度額が変更となります

　令和８年度の税率は表のとおりです (15 ページ )。今年度から「子ども・子育て支援
金分」を上乗せして徴収すること、また、「介護保険納付金分 ( ※ )」の税率を引き上げ
ることとなりますが、その増税となる分を「医療分」の税率を引き下げることにより、
負担増とならないようにしています。「医療分」について、所得割を 0.24％、均等割額・
平等割額をそれぞれ 2,000円引き下げ、「介護保険納付金分 ( ※ )」を均等割額・平等割
額をそれぞれ 1,000円引き上げます。「子ども・子育て支援金分」の所得割を 0.24％、
均等割額・平等割額をそれぞれ 1,000円としています。課税限度額については、「後期
高齢者支援金分」・「介護保険納付金分 (※ )」の増減はありませんが、「医療分」が１万円
引き上げられ、「子ども・子育て支援金分」は３万円となります。

　令和8年度の納税通知書は7月10日の発送を予定しています。国民健康保険税は、
世帯主が納税義務者となります（地方税法第703条の 4）。世帯単位で計算して世帯
主あてに納税通知書を送付します。また、世帯主の方が国民健康保険以外の健康保険
に加入していても、同じ世帯のどなたかが国民健康保険に加入している場合は、世
帯主が納税義務者となり、世帯主あてに納税通知書を送付します。

　加入の届出が遅れると、国民健康保険税は国保加入資格を得た月まで遡って納めてい
ただくこととなります。さらに、被保険者証がないため、その間の医療を受ける際は全
額自己負担になります。
　また、脱退の届出が遅れると、国民健康保険税と社会保険などの健康保険料を二重に
納付してしまうことにも繋がります。加入・脱退などの手続きが済んでいない方は、市
役所各庁舎・出張所の国保担当窓口でお早めに手続きをお願いします。

国民健康保険の脱退・加入の手続きは、
ご自身で行わなければなりません。

令和８年度

市役所からのお知らせ

このページに関する問合せ／
税務課　☎ 43-1117

令和８年度から
「子ども・子育て支援金制度」が始まります
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※�「介護保険納付金分」は40歳から65歳まで介護保険料を保険税の一部として徴収します。
65歳以降は別途介護保険事務所より請求されます。

市役所からのお知らせ



7
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

仙
北
市
子
育
て
支
援
施
設
『
さ
く
ラ
ッ
コ
』

子 育 て イ ン フ オ メ ー シ ヨ ン 子 育 て イ ン フ オ メ ー シ ヨ ン

日にち 受付時間 内容

7日 ㈫・22日 ㈬ 9:00～ ・個別相談（保健師、管   
　理栄養士など）
・母子手帳交付
・妊婦健診受診券発行
・応援プラン作成14日 ㈫・28日 ㈫ 13:15～

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード  ③本人確
認できるもの（運転免許証、パスポートなど）　④妊婦支援給付金申請
のため妊婦本人名義の口座情報が確認できるもののコピーなど

母子健康手帳交付

日にち 健診名 対象者 受付時間

16日㈭
5歳児
健診

5/26～5/31、6月、
7/1～7/13生

詳細は個別で
お知らせします

23日㈭
1歳6か月児
健診 R6 年11月・12月生 12:45～13:00

30日㈭
4・10か月児
健診 R8 年3月・R7 年8月生 13:00～13:15

乳幼児健診
月

電話相談 時間 平日 8:45～ 16:30 電話番号 《固定》43-3305　　《携帯》080-2813-0835
※保健師・管理栄養士・看護師が対応します。

　市内4か所の認定こども園に子育て支援センターがあ
ります。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援
する基盤作りのため、次のような活動を行っています。

 ★育児不安などについての相談指導 
　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して
相談を受け付けています。1人で悩まず、小さなことで
もお気軽にご相談ください。
【電話や来園は月～金曜日の9:00～17:00。手紙・FAX
などはいつでも】  ★子育てサークルなどへの支援 

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を
提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある方
はぜひご連絡ください。

 ★集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設 
　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場
を開いています。入園していないお子さんと、お母さん、
お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんなど、どなたで
も参加できます（随時、園を開放しています。月～金曜
日の9:00～17:00）。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡
ください。　※持ち物などは各園にご確認ください。

日にち 対象月齢 対象者 受付時間

1日㈬
5か月児 R8年1月生 10:00～10:15

7か月児 R7年11月生 9:30～9:45

離乳食教室『もぐもぐランド』

◆場所  健康管理センター（角館） ◆問合せ  こども家庭センター  ☎ 43-3305

　「さくラッコ」は子育て支援拠点事業として、子育て親子
の交流の場の提供、子育てなどに関する相談・援助、子育て
関連情報の提供、子育てに関する講習などを実施しています。
　子育てアドバイザーが常駐し、明るくゆっくりとした環境
を準備してお待ちしていますので、どうぞお気軽においでく
ださい！

なかよしひろば（にこにここども園内）なかよしひろば（にこにここども園内）
☎ 47-2525　FAX 47-2323　☎ 47-2525　FAX 47-2323　

  7 日火／「桂組」による太鼓の演舞をみよう！
                 10:00 ～ 11:00 頃
★準備の都合上、ご利用２日前までにご連絡ください。

さくラッコのイベントは無料です！さくラッコのイベントは無料です！

だしっこルームとわいわい広場の情報
は、仙北市ホームページのほか、はなさ
き仙北のホームページからもご確認いた
だけます。 仙北市 はなさき仙北

おひさまルーム（角館こども園内）おひさまルーム（角館こども園内）
☎ 53-2918　FAX 53-2919　時間 9☎ 53-2918　FAX 53-2919　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

  1 日水／�センサリーバックで遊んでみよう！
　　　    ～冷やして遊ぶと気持ちいいよ♥～
  8 日水／�氷で遊ぼう！　氷でお絵描きしたり、氷に触れ

たりしてあ・そ・ぼ☆
15 日水／�お誕生会をしよう！
　　　　　６月・７月生まれのお誕生会をするよ！
　　　　　身体測定もするよ !(^^)!

【持参】お子さんの飲み物・着替えなど

はっぴいルーム

（お友だち作りや情報交換の場として開放）
7月の開放日 （毎週水・木・金曜日 10：00 ～ 15：00）
　水曜日 　1日・8日・15日・22日・29日
　木曜日 　2日・9日・16日・23日・30日
　金曜日 　3日・10日・17日・24日・31日

　入園前のお子さんのいるママ、育児で悩んでいるママ、引っ
越してきたばかりで知らないことばかり…と不安なママ。も
ちろん、パパやおじいちゃん、おばあちゃんもどうぞ一緒に
遊びにきてくださいね。
※�お子さまのお誕生月に遊びに来てくれた方には、粗品をプ
レゼントします！
※身長、体重は開放日であればいつでも測定できます。

予約予約
不要不要

助産師さんの相談日
日にち 時間 内容

21日㈫ 10:00～11:30
助産師さんによる妊娠中・出産・産後・
育児の相談ができます。個別相談もでき
ますので、希望者はご連絡ください。

おやこ交流広場
開放日 時間 内容

6日㈪・13日㈪
21日㈫・27日㈪

9:30～
11:30

保護者とお子さんが自由に
遊べるスペース。申込不要で
自由参加。

※21日は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。

出張さくラッコ 「陶芸（てびねり）体験」

14 日 火  10:00 ～ 13:00
　お皿、お茶碗、花器、マグカップなど、
オリジナル作品を作りましょう！
※さくラッコに 10時に集合してください。
※児童館内広場は解放していません。

子育てサポート　「はっぴい・マム」
※お車でお越しの際は、角館児童館向かって右側（山
側）、または、仙北市総合情報センターをご利用
ください。

角館町田町上丁 69-1（角館児童館 2F）

☎080-1663-4494問
合
せ

母子手帳アプリ「なないろ」では、随時情報を
更新しています。ダウンロードはこちらから！

→
→

あつまれ！ 0 歳児 !!
　　　　　　　「お昼寝フォト週間」

（0 歳児以上のお子さんも参加可能です）

22 日 水  ～ 24 日 金  

　お昼寝アート　
　季節の壁紙をバックにお子さんをねんねやお座りをさせ
て、写真をパチリ！その時の月齢でしか撮ることのできな
い1枚をぜひ撮りにきてください !!
※ 2L版を1枚プリントアウトしてプレゼントします。

予約不要予約不要

3 日金・10 日金・17 日金
【夏の遊びを楽しもう！】

七夕飾り・水遊び・夏まつりのちょうちん作りなど、
夏らしさを感じられる遊びを用意して待ってるよ！

　  ★�天気の良い日は外で遊びます。
     【持参】お子さんの飲み物・帽子・外靴・着替えなど

25 日土
【神代こども園夏まつり】

時間　17：30 ～ 20：00　遊びに来てね！
夏らしさを感じられる遊びを用意して待ってるよ！

わいわい広場（神代こども園内）わいわい広場（神代こども園内）
☎ 44-2502　FAX 44-2931　時間 9☎ 44-2502　FAX 44-2931　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

わくわく広場「似顔絵を描いてもらおう！」

17 日 金

　似顔絵アーティストにお子さんの似顔絵を描いてもらい
ましょう！写真とは違う味がありますよ！

① 10:00 ～ 12:00
② 13:00 ～ 15:00 1日水／感触遊びを楽しもう♡

  18日土／�だしのこ園の夏祭りに参加しよう♪
　　　　　 ※この週は土曜日の開催です。
  22日水／�水に触れて遊んでみよう !!
  ★�天気の良い日は園庭で遊んだり散歩に出かけることもあ
ります！

【持参】お子さんの飲み物・着替え・帽子・外靴など

だしっこルーム（だしのこ園）だしっこルーム（だしのこ園）
☎ 43-1025　FAX 43-3256　時間 9☎ 43-1025　FAX 43-3256　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

こどもカレンダーこどもカレンダー77

日にち 内容 対象者 時間

9日㈭ ベビーマッサージ 2か月後半～
1歳未満

受付9:15～    9:25
講座9:30～11:30

おやこで楽しむふれあい講座

※準備がありますので、こども家庭センターに申込みをお願いします。

10:00 ～ 12:00

前日までの予約が必要です（0187-43-3305）

「ママのリフレッシュ Day」

8 日 水  10:00 ～ 15:00
　10時～ 15 時の間の 2時間、お子様をスタッフが託児
していますので、ママのリフレッシュの時間に使ってくだ
さい。
　詳細はお電話か LINEでお問い合わせください。

予約制

予約制予約制  4組4組
（託児あり）（託児あり）

予約制予約制
①・②各4組①・②各4組

4 園共通（西木庁舎市民休憩室）4 園共通（西木庁舎市民休憩室）

28 日火／【ミニ夏祭りを楽しもう！】～出店をまわって遊ぼう～
はなさき仙北子育て支援 合同開催 10:00 ～ 11:30

持ち物：お子さんと保護者の方の飲み物
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公認心理師・臨床心理士があなたの相談を親身にお聴きします！

こころの相談

　病気や健康、家族問題、からだや心の悩み、人間関
係、仕事や生活の不安、子育て、近隣関係などひとり
で悩まないで、声を出してみませんか。話せるところ
から、ゆっくり話してみませんか。

相談日 ▼ �77月月22日日  ㈭ 午前のみ・ 1010日日  ㈮ ・
　　　　　�17　　　　　�17日日  ㈮ ・ 3030日日  ㈭ 午前のみ・
　　　　　31　　　　　31日日  ㈮  午後のみ
時　間 ▼午前／①10:00～　②11:00～

　　  午後／③ 13:30～　④ 14:30～
場　所 ▼角館庁舎
相談方法 ▼ �１回 50分　面談または電話
　　　　　（要予約・相談無料）
問合せ ▼保健課  ☎ 43-2252

※秘密厳守

若者同士で交流しましょう♪

若者の居場所
　「若者の居場所」とは、心の重荷をおろす場所です。 
辛い、苦しい、不安、眠れない、家にいても居心地が
悪い、社会の中で生きづらいと感じているすべての若
者が対象です。一緒にお茶を飲んだり、おやつを食べ
たり、ちょっとしたゲームをしながら若者同士で交流
しましょう。ひとりで抱え込まず、まずは足を運んで
ください。お待ちしています。

相談日 ▼ 77月月2121日日 ㈫　※予約不要
時　間 ▼ 14:00 ～ 16:00
場　所 ▼  角館交流センター（第２研修室）
参加費 ▼  無料
主　催 ▼ �NPO法人KOU
                 （あきた若者サポートステーション運営団体）
問合せ ▼大屋みはる  ☎ 018-853-4367

かだれ！

　一緒にお茶を飲んだり、認知症予防ゲームを楽
しんだり、やりたいことをやりましょう！開催時
間内に個別にお話（相談）もお聴きします。
　今、私たちが取り組んでいるのは、集まった人
たちでお互いの「安否確認や困ったときに駆け付け
られる体制づくり」を進めています。「かだれ！」は、
皆さんのお越しを心からお待ちしています！　

楽しく一緒に過ごしてみませんか♪

日　時 ▼77月月88日 日 ㈬ ・ 77月月2222日 日 ㈬
　　　　  10:00～15:00
場　所� ▼健康増進センター （田沢湖病院併設）
　　　  　 調理室・栄養相談室
参加費 ▼ 100円（昼食は各自でご持参ください）
内　容 ▼ �保健師による血圧測定、健康相談、認知症

予防体操、ゲームなど
相　談 ▼ �心理カウンセラー（相談無料 / 秘密厳守）
問合せ ▼小松  ☎090-2975-3450

傾聴ボランティア・集いの場

　笑うことは心身ともに安定し、ストレス軽減に効
果があると言われています。皆さまぜひご参加く
ださい。

日　時 ▼77月月2424日日  ㈮
　　　　受付：9:40～10:00
　　　　 終了予定：11:30
場　所 ▼健康管理センター（角館）
内　容 ▼笑いヨガ
問合せ ▼保健課  ☎ 43-2252
※事前申し込みはいりません。

笑いの会

つながる 保健と健康掲示板ささえる
つながる

心豊かな教育文化のまち《仙北市教育委員会だより》

きたうら
第 175 号

第
３
回 

西
明
寺
地
区
運
動
会

　
５
月
９
日
、
西
明
寺
地
区
運
動
会
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。「
西
明
寺
小
学
校
運
動

会
」
が
「
西
明
寺
地
区
運
動
会
」
と
な
っ

て
か
ら
３
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
当
日
は
西
明
寺
小
児
童
の
ほ
か
に
、
に

こ
に
こ
こ
ど
も
園
児
、
西
明
寺
中
生
徒
、

２
校
・
園
の
保
護
者
、
西
明
寺
地
区
の
高

校
生
、
地
域
運
営
体
、
婦
人
会
、
西
明
寺

地
域
学
校
協
働
本
部
員
、
小
中
の
教
職
員

な
ど
、
３
０
０
名
を
超
す
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
今
回
は
、
西
明
寺
出
身
の
方

が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
「
創

作
和
太
鼓 

桂
組
」
の
和
太
鼓
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

地
区
対
抗
の
種
目
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、

老
若
男
女
が
参
加
で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、

戸
沢
氏
祭
の
方
々
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

彩
り
を
添
え
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模

様
に
よ
り
体
育
館
で
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
が
、
す
ば
ら
し
い
内
容
の
運
動
会
で
し

た
。
園
や
学
校
、
地
域
が
と
も
に
盛
り
上

が
っ
た
1
日
に
、
多
数
の
参
加
者
が
満
足

し
、
ま
た
来
年
度
も
参
加
し
た
い
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
運
動
会
の
企
画
・
運
営
に

携
わ
っ
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
仙
北
市
教
育
委
員
会
で
は
３
年
に
1
度
、
全

市
一
斉
の
引
き
渡
し
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
各
小
中
学
校
区
で
の
訓
練
に
あ
た

り
、
生
保
内
地
区
で
は「
県
民
防
災
の
日
」の

５
月
26
日
に
園
小
中
合
同
の
引
き
渡
し
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
大
地
震
に
よ
り
児
童
生
徒
の
み

で
の
帰
宅
が
困
難
と
い
う
想
定
の
も
と
、
連
絡

ツ
ー
ル「tetoru

（
テ
ト
ル
）」を
用
い
て
、
よ

り
実
践
的
な
状
況
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
生
保
内
小
学
校
で
は
、
緊
急
地
震
速
報
の
合

図
で
机
の
下
に
身
を
隠
す
初
期
避
難
か
ら
体
育

館
へ
の
移
動
ま
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
完
了
。
停
電

を
想
定
し
た
薄
暗
い
体
育
館
に
鳴
り
響
く
熊
よ

け
の
鈴
の
音
、
黄
色
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
心
細

そ
う
な
一
年
生
、弟
妹
を
気
遣
う
上
級
生
な
ど
、

身
の
引
き
締
ま
る
よ
う
な
緊
張
感
に
包
ま
れ
な

が
ら
、
無
事
に
引
き
渡
し
を
終
え
ま
し
た
。

　
翌
日
の
朝
の
会
で
は
命
を
守
る
約
束
を
振
り

返
り
、
非
常
時
で
も
パ
ニ
ッ
ク
を
防
ぐ
た
め
の

日
常
的
な
備
え
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

　
後
半
は
、
市
内
を
中
心
と
し
た
15
の
企
業
・

事
業
所
に
よ
る
ブ
ー
ス
形
式
の
説
明
会
を
実

施
。
生
徒
た
ち
は
各
自
３
つ
の
ブ
ー
ス
を
回
り
、

自
身
の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
真
剣
な
表
情
で

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
企
業
側
の
熱
意
も
年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
体

験
活
動
を
交
え
た
紹
介
や
、
福
利
厚
生
を
重
視

し
た
説
明
、
独
自
の
研
究
成
果
・
業
務
内
容
の

解
説
な
ど
、
各
ブ
ー
ス
で
生
徒
の
興
味
を
惹
く

多
彩
な
工
夫
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
陸
さ
ん（
角
館
中
２
年
）は
、「
将
来
は

仙
北
市
を
出
る
こ
と
し
か
考
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
お
話
を
聞
い
て
、
ま
た
戻
っ
て
き
て

地
域
に
貢
献
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」と
心
境
の
変
化
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

大きな輪を描いて踊る北浦音頭は、
児童と地域の温かな一体感の象徴
となりました。

▶パネリスト
　門脇眞子さん（果樹農家）、藤井哲也さん（藤
　井工務店）、西宮優太さん（西宮組）、髙橋
　陽さん（大曲消防署）
▶コーディネーター
　坂本佐穂さん（仙北市教育委員）

「ご家族の方ですか？」との確実な本人確認に、児
童たちは安堵の笑顔で「はい」と答えていました。

「身近にこれほど興味深い企業があるなんて」と、生徒
たちは驚きを隠せない様子でした。

避
難
訓
練 (

仙
北
市
内
小
中
学
校
）

仙
北
地
域
中
学
生
向
け

                      

企
業
説
明
会

（
会
場
：
角
館
中
学
校
）

　
市
内
の
中
学
校
２
年
生
を
対
象
に
企
業

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
説
明
会
前
半

は「
仙
北
市
で
つ
く
る
・
つ
た
え
る
～
郷

土
へ
の
夢
・
志
を
元
気
の
も
と
と
し
て
～
」

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
、
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に「
働
く
こ
と
」

に
つ
い
て
深
く
考
え
ま
し
た
。

　
「
自
然
が
相
手
で
難
し
い
」「
も
の
を
作

り
、
人
と
ふ
れ
合
う
の
が
好
き
」「
職
人

の
精
神
と
明
る
さ
が
大
事
」「
あ
い
さ
つ
、

ル
ー
ル
、
協
調
性
が
大
事
」「
命
を
助
け

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
」な
ど
、
パ

ネ
リ
ス
ト
の
本
音
や
心
構
え
が
語
ら
れ
、

フ
ロ
ア
の
中
学
２
年
生
の
心
に
深
く
響

く
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
校
生
徒
の
感
想
発
表
で
は
、「
地
元

の
温
か
い
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
将
来
を
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
」「
聞
い
た
こ
と
を
大
事
に
し
て
頑
張

り
た
い
」な
ど
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
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【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課
内 

北
浦
教
育
文
化
研
究
所  

☎
43ｰ

３
３
８
７

　気になること、心配なこと、楽しみなことなどを
話してみませんか。傾聴ボランティア「えくぼの会」
では、ゆっくりお茶を飲みながら、会員が悩みなど
をお伺いして、一緒に考えていきます。開催時間内
の都合のよいときにお気軽にお越しください。

だれかに話をすると安心する

えくぼの会
日　時 ▼ �77月月1515日 日 ㈬　10:00～14:00
場　所 ▼ �角館交流センター
参加費 ▼無料
問合せ ▼保健課  ☎ 43-2252

傾聴ボランティア
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●�検診内容／問診、検診車でのバリウム使用の胃部
エックス線検査
●�注意事項／食事は検査前日の午後９時まで済ませ
てください。また、服薬については、主治医にご
相談ください。水は検査開始２時間前までであれ
ば、コップ１杯（200㎖以下）程度は飲んでも構い
ません。

�※それ以降の飲食があった場合は検査ができません。
※当日のタバコは避けてください。
※�検診の際、服にボタンや金具、模様などが付いていると
レントゲンに映り込み、正確に検査ができない場合があ
ります。無地の Tシャツなどでお越しください。
●�次の項目に当てはまる方は、医療機関での受診をお

すすめします
　�胃がんの治療を受けている方／腹部の手術歴があ
る方／以前バリウムを飲んで具合が悪くなった方
／体重が130㎏以上ある方／妊娠中の方または妊
娠の可能性がある方／酸素ボンベによる酸素吸入
治療を受けている方／飲食時にむせやすい方／自

▶仙北市国保加入者 ▶年度年齢70歳以上の方 ▶後期
高齢者医療保険加入者 ▶生活保護受給者 ▶市民税非
課税世帯の方（令和8年6月1日以降の「がん検診等の
自己負担金免除用の証明書」をご持参ください。）
社会保険加入者の方で、次の年齢の方は胃がん検診が
無料で受けられます。

▶各種検診料金無料対象者（持ち物）

胃がん検診胃がん検診のお知らせのお知らせ

【対象者】 40歳以上の方【検診料金】 1,700円

対象生年月日 年齢
昭和50年4月1日 ～ 昭和51年3月31日生 51歳
昭和48年4月1日 ～ 昭和49年3月31日生 53歳
昭和46年4月1日 ～ 昭和47年3月31日生 55歳
昭和44年4月1日 ～ 昭和45年3月31日生 57歳
昭和42年4月1日 ～ 昭和43年3月31日生 59歳

【今年度より完全予約制となります】

※�詳細については、「令和8年度仙北市
けんしんガイド」をご覧ください。

地区 日程 会場 受付時間 予約締切 予約状況

角館

7月 13日㈪

健康管理センター
（角館庁舎となり）

①午前 6時～ 7時 20分
②午前 7時 30分～ 9時

受付終了
7月 14日㈫
7月 15日㈬

７月７日㈫
②のみ受付 残りわずか7月 16日㈭

7月 17日㈮

生保内
7月 21日㈫

田沢湖健康増進センター
（田沢湖病院となり）

7月 14日㈫
②のみ受付 残りわずか7月 22日㈬

7月 23日㈭

田沢 7月 24日㈮ 田沢交流センター ①午前 6時～ 6時 50分
②午前 7時～ 8時 7月 14日㈫ 受付中

神代
7月 27日㈪

田沢湖福祉医療センター※１ ①午前 6時～ 7時 20分
②午前 7時 30分～ 9時

7月 14日㈫
②のみ受付 受付中

7月 28日㈫
7月 14日㈫ 受付中

7月 29日㈬

西明寺 7月 30日㈭ 西木総合開発センター
（西木庁舎となり） 7月 21日㈫ 受付中

桧木内 7月 31日㈮ 吉田体育館
（西木総合健康増進センター）

①午前 6時～ 6時 50分
②午前 7時～ 8時 ７月 21日㈫ 受付中

※ ��1「令和 8年度仙北市けんしんガイド」では神代出張所と記載していますが、正式には田沢湖福祉医療センターとなります。

●�持ち物／受診券、マイナ保険証等資格確認のできる
ものをご持参の上会場へお越しください。また、検
診料金が発生する方は、忘れずにお持ちください。

オレンジカフェのご案内オレンジカフェのご案内

カフェの名称 会場 開催日時 連絡先 個人負担

包和花カフェ 角館総合病院
AブロックとBブロックの間

7月15日㈬
10時～12時

43-2283
包括支援センター 無料

こみっとカフェ NPO法人
かじか瀬スペース

7月15日㈬
10時～12時

080-3198-4136
代表：松舘 300円

下延オレンジ
カフェの会 下延コミュニティセンター 7月21日㈫

14時～16時
55-5449
代表：藤原 100円

土曜日の
さわやかカフェ

さわやか桜館 1階ホール
角館町西長野中泊126-2

7月 25日㈯
13時 30分～
15時 30分

52-0003
代表：友永 100円

オレンジカフェ
ひまわり

グループホーム花みづき3号館
地域交流室

7月25日㈯
14時～16時

42-8671
代表：長澤 100円

　オレンジカフェは、認知症の方やそのご家族、誰でも気軽
に集い、お茶を飲みながら交流する「集いの場」です。「認知
症についてちょっと相談したい」「誰かと話してリフレッシュ
したい」など、理由はなんでも構いません。事前予約は不要
ですので、どうぞお気軽にお立ち寄りください。

※�感染症の状況などにより、やむを得ずお休みする場合があり
ます。お出かけの前に最新の開催状況をご確認いただけると
安心です。
●問合せ／包括支援センター ☎ 43-2283

保健と健康掲示板 ささえる
つながる
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在宅介護生活を支援します。仙北市家族介護用品支給事業在宅介護生活を支援します。仙北市家族介護用品支給事業
●対象／次の条件すべてに該当する方。
▶仙北市に住所を有する方
▶�介護保険法において要介護４または５と認定された在
宅要介護者を介護している家族
▶�市県民税非課税世帯であること。（住民基本台帳上別世
帯でも、実態として市県民税課税世帯と同一世帯にみ
なされる場合は対象となりません。）
●�申請方法／次の 3枚を揃えて各窓口（市民センター・
出張所・包括支援センター）へ申請してください。

▶家族介護用品支給申請書

▶介護保険被保険者証の写し
▶�世帯全員の市県民税非課税証明書 (別世帯でも本人・家
族含め一緒に暮らしている方全員分
※発行手数料は無料になります
●支給券／ 1 人月額 4,150 円の介護用品券
●�支給方法／指定薬局にて次の介護用品 7品目から希望
のものと引き換えてください。（紙おむつ・尿とりパッ
ド・使い捨て手袋・清拭剤・ドライシャンプー・ウエッ
トティッシュ・防水シート）
●問合せ／包括支援センター　☎ 43-2283

傾聴ボランティア養成講座を開催します傾聴ボランティア養成講座を開催します
　相手の声に耳を傾け、寄り添うためのちょっとしたコツ
を聞きに来ませんか。
「傾聴」とは？
　耳、目、心を傾け相手の話を聴き、相手の心の寄り添う
コミュニケーションのことです。
　身近なひとのＳＯＳを見逃したくない、小さくても、何
か自分にできることをしたい、家族や地域でのコミュニ
ケーションに役立てたい、そんなあなたのための時間です。

●�対象／傾聴活動に関心のある方、身近なことで役立てて
みたい方
●場所／角館庁舎 101・102会議室
●�申込方法／７月17日㈮までに保健課へお申し込みくだ
さい。
●申込・問合せ／保健課　☎43-2252

日時 内容 講師

1 回目 7月 28日㈫
13時 30分～ 15時

・傾聴のコツとポイント その１
・上手な聴き方、コミュニケーションの取り方を体験 公認心理士・

臨床心理士
濱田 拓 氏2回目 8月 28日㈫

10時～ 12時

・傾聴のコツとポイント その 2
・傾聴する人自身のメンタルケア
・�実際に活動している方の活動紹介（ひだまり、えくぼの会、かだれ）

　予約状況により締切を延長しています。受診を希
望される方は各地区の予約締切までに申し込みくだ
さい。今年度より検診車が 1台になるため、待ち時
間が生じます。時間に余裕を持ってお越しください。

力で立つことが困難な方／アレルギー症状が出た
ことがある方／のどの病気や手術をしたことがあ
る方／便秘の強い方

●�問合せ／保健課　☎43-2252



生涯生涯学習学習
学び　ふれあい　心豊かに学び　ふれあい　心豊かに

公民館講座受講者募集
　受講を希望される方は、平日
9時から 17時まで各講座担当の
公民館へお申し込みください。

これからも自分の足で！
「大人の足育教室」

　これからも自分の足で歩くため
に、歩き方や姿勢、靴の選び方を見
直しながら専門家のお話を聞いてみ
ませんか？人気教室を田沢湖地区で
も開催します。
●日時：7月23日㈭ 14:00～16:00
●�場所：田沢湖総合開発センター 
●�講師：山本 望 氏（健康運動指導士、
足育アドバイザー）
●�受講料：無料（足形計測を希望の
場合は別途1,000円）
●�持ち物：普段履いている靴、飲み
物、タオル
●定員：10人
●申込期間：7月1日㈬～7月15日㈬
●問合せ： 田沢湖公民館 ☎43-1061

和と洋のぷるぷる夏おやつ
　「わらび餅と
　　フルーツゼリー教室」

　家庭でも手軽にできる、わらび餅
とフルーツゼリー作りを一緒に楽し
みませんか。
●日時：7月17日㈮ 13:30～16:00
●�場所：田沢湖健康増進センター
●�講師：門脇 久美子 氏（山のはちみ
つ屋）
●�メニュー：わらび餅、フルーツゼリー
●�受講料：800円
●�持ち物：エプロン、三角巾、筆記
用具、保冷剤、持ち帰り用容器（
タッパー）
●定員：12人
●�申込期間：7月1日㈬～7月10日㈮
●�問合せ： 田沢湖公民館 ☎43-1061

暮らしに緑のアクセントを
「こけ玉作り教室」

　好きな植栽を選んで、
癒やしのこけ玉作りに
挑戦してみませんか。
●日時：7月21日㈫
　13:00～14:30
●�場所： 小野崎家（角館公民館）
●�講師：黒澤 美鈴 氏
●�受講料：1,000円（材料費）
●�持ち物：直径30センチ以上の台所
用ボール、新聞紙、ゴム手袋、タ
オル、エプロン
●定員：10人
●�申込期間：7月1日㈬～7月14日㈫
(定員になり次第受付終了)
●�問合せ： 角館公民館 ☎54-1110

書く楽しさ、伝わる美しさ
「ペン習字教室」

　年賀状や履歴書、冠婚葬祭など暮
らしの中で役立つ美しい文字の書き
方をマスターしましょう！
●�日時：7月22日、7月29日、8月5日
 （毎週水曜日 全3回）10:00～11:30
●�場所：西木総合開発センター
●�講師：鈴木 佐岐子 氏
●�受講料：無料
●�持ち物：筆ペン、ボールペン、鉛筆
●定員：10人
●�申込期間：7月1日㈬～7月17日㈮
●�問合せ：中央公民館 
　☎43-3535

自由な発想でアートに挑戦！
「夏の芸術体験教室」

　身近な石がアート作品に大変身！
誰でも芸術家になれるストーンアート
制作を行います。障がいの有無に関わ
らず、どなたでも参加できます。ご家
族、お友だちを誘ってお気軽にお申し
込みください。
●日時：7月20日(月･祝) 10:00～12:00
●�場所：西木総合開発センター
●�講師：仙北市生涯学習奨励員
●�受講料：無料
●�持ち物：汚れてもいい服装、飲み
物、汗拭きタオル
●�定員：10人（介助が必要な方は同
伴者と参加をお願いします）
●�申込期間：7月1日㈬～7月15日㈬
●�問合せ： 生涯学習課 ☎43-3383、
中央公民館 ☎43-3535

地域学校協働活動　ー生保内小学校ー
「たざわ湖スキー場クリーンアップ」
　生保内小学校ではクリーンアップを通して、地域に貢
献する活動に力を入れています。
　生保内公園、たざわ湖スキー場、田沢湖白浜の３か所
を２学年ずつが分担して清掃活動を行っています。どの
場所も観光客などが多く訪れる場所で、子どもたちは来
てくれたお客さんが気持ち良く過ごしてくれることを願
って清掃活動に取り組んでいます。
　5月26日は４･６年生が担当して、たざわ湖スキー場の
クリーンアップを行いました。

　「スキーセンター レラ」付近を火ばさみを片手に、斜
面や草の中などを丹念にゴミを探して歩き回りました。
一見ゴミなど何もないように見えますが、よく探すと空
き缶や紙くず、レジ袋、スキーの手袋などが落ちていま
す。みんなで拾ったゴミを集めて、大きなゴミ袋にまと
めてみると結構な量になりました。
　この活動を通して子どもたちは地域に貢献できる喜び
を感じると共に、たくさんのお客さんが訪れる自分の住
んでいる地域に誇りを感じる機会ともなっています。

ゴミがたくさんゴミがたくさん
落ちてるね！落ちてるね！

「この色いいな！
　　カスタムクレヨン作り教室」

　中央公民館（西木総合開発センター内）では、市内の小・中学生向けに夏休み企画として、３つの教室を開催します。
ご家族やお友だちを誘っての参加も大歓迎！夏休みの工作や思い出作りに、ぜひご参加ください。
※応募状況により、開催回数を追加する場合があります。

　好きな色・好きな形を組み合わせ
て、世界に1つだけのオリジナルク
レヨンを作ってみませんか？
※�型の大きさによって2～3個作れます。
●日時：8月1日㈯ 10:00～12:00
●�場所：西木総合開発センター
●�講師：髙橋 未希 氏（iina crayon）
●�受講料：1,000円（材料代）
※�汚れてもいい服装でお越しください。
●�定員：5人
●�申込期間：7月1日㈬～7月24日㈮
●�問合せ：中央公民館 ☎43-3535

「みんなで楽しく！木工教室」

　好きな本に合わせてサイズを調整
できる、実用性ばっちりの「スライ
ド式本棚」を作成します。木のぬく
もりあふれる木工作品を、みんなで
楽しく作りましょう！
●日時：8月1日㈯ 10:00～12:00
●�場所：西木総合開発センター
●�講師：藤井 哲也 氏（（株）藤井工
務店）
●�受講料：1,000円（材料代）
●�持ち物：汚れてもいい服装、かな
づち（お持ちの方のみ）
●�定員：10人
●�申込期間：7月1日㈬～7月24日㈮
●�問合せ：中央公民館 ☎43-3535

「簡単にできる！髪飾り教室」

　ちりめんを使って簡単にできる髪
飾りを作ります。参加者同士で教え
合うスタイルとなりますので、どな
たでも、親子でも参加できます。
　夏祭りや角館のお祭りを彩る、自
分だけの髪飾りを作ってみませんか
？
●日時：8月12日㈬ 10:00～12:00
●�場所：西木総合開発センター
●�受講料：1,000円（材料代）
●�定員：10人
●�申込期間：7月1日㈬～7月31日㈮
●�問合せ：中央公民館 ☎43-3535

●�期日：9月26日㈯
●�場所：仙北市民会館�
〒014-1201 仙北市田沢湖生保内字武蔵野105-1
●出場部門：一般の部、年少者の部(中学生まで)�
●申込料：一般の部：3,000円、年少者の部：無料�
●�申込方法：問合せ先までご連絡いただくか、仙北市ホ
ームページイベント情報の「第39回生保内節全国大会 
出場者募集のお知らせ」をご覧ください。
●申込期限：7月31日㈮

【参加者募集！】 公民館事業 夏休み企画のお知らせ

響け、生保内節。つなげ、ふるさとの心
第39回生保内節全国大会 出場者募集

●�問合せ：生保内節全国大会
実行委員会事務局(仙北市民
会館内) ☎43-3143

仙北市公民大学陶芸学科
第18回『学生陶芸展』

　仙北市公民大学陶芸学科では「第18回学生陶芸展」を開
催します。今年度のプレミアム展示テーマは｢酒器」。日常
使いの器を中心に、日本の生活文化に根ざした酒器を各学
生が自由な発想で作り展示します。ぜひ、ご来場いただき
お気に入りの酒器との出会いをお楽しみください。
●�日時： 8月１日㈯～８月３日㈪ 9:00～16:00
●�場所：角館樺細工伝承館
　第１研修室
●�入場料：無料
●�問合せ：佐藤 ☎43-1280

角館のお祭りにも

角館のお祭りにも
　　　ピッタリ！

　　　ピッタリ！

吹けや生保内東風

七日も八日も

吹けば宝風ノオ稲みのる

ぷる
ぷる
♪

イイナ      クレヨン

前回大会優勝者
大野源四郎さん
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

新しい新しい社会教育委員社会教育委員
を紹介しますを紹介します
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仙北市出身の力士

風
か ぜ お う き

桜輝さん
市長表敬訪問

幕下入りを目指し決意新たに

　仙北市出身の力士・風桜輝さんがこのたび、仙北市
役所田沢湖庁舎を訪れ、市長を表敬訪問しました。現在
16 歳の風桜輝さんは、所属する部屋での生活や日々の
稽古の様子について紹介したほか、仙北市での思い出や
ふるさとの魅力などについても和やかに歓談しました。
　また、「18 歳までに幕下に上がり、その後は親方を超
えられる力士になりたい」と今後の目標を力強く語りま
した。
　市長からは「仙北市出身の力士として、多くの市民が
応援しています。けがに気をつけて頑張ってください」
と激励の言葉が送られ、終始和やかな雰囲気の中での表
敬訪問となりました。

風桜輝さんの今後の
活躍を、仙北市から
応援しましょう。

【風桜輝さんのプロフィール】
　所属部屋：押尾川
　初土俵：令和七年三月場所
　出身地：仙北市角館町

角館ロータリークラブから
角館小学校に寄付金

善意ありがとうございます

　6月17日、角館ロータリークラブ（宮下進司会
長）から、角館小学校の通級指導教室事業に役立て
てほしいと寄付金が贈られました。同クラブによ
る寄付は今回で 51回目で、宮下会長は「子どもた
ちのために役立ててほしい」と話し、福田校長は「児
童1人ひとりに合わせた本や教材の購入に活用させ
ていただきたい」と感謝を述べました。
※役職は贈呈式当時（6月17日）のものです。

　今年度、新たに１名の方に委嘱状の交付が行わ
れ、仙北市社会教育委員は 15 名となりました。
　社会教育委員からは、教育委員会の諮問に応じ、
社会教育に関する諸計画の立案や評価、社会教育
に関するさまざまな助言をいただいています。
●社会教育委員／荒木 和子 さん
●任期／令和8年4月1日～令和10年2月19日

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

規制改革で拓く地方創生
～国家戦略特区推進センター新設を申請～

　仙北市は、国の「国家戦略特別区域」に指定されており、規
制や制度の見直しを通じて地方創生に取り組んでいます。５月
27 日に、津島淳内閣府副大臣などが出席する国家戦略特別区
域会議に、田口市長がオンラインで出席しました。会議では、
仙北市から区域計画の変更を申請しました。近年、ドローンな
どの近未来技術が実用段階に入り、実証実験への支援ニーズが
減る一方で、特区制度を使った規制・制度改革に係る相談が増
えています。こうした状況をふまえ、令和８年度中に「仙北市近
未来技術実証ワンストップセンター」を発展的に解消し、特区
制度全般の相談に一元的に対応する「仙北市国家戦略特区推進
センター」を新たに設置する予定です。
　新センターの設置をはじめ、地方創生につながる規制・制度の
見直しに引き続き取り組んでいきます。会議の詳細や仙北市の特
区の取組は、右に記載の二次元コードからご覧いただけます。

オンラインで会議に出席する田口市長

内閣府国家戦略特区
ホームページ

仙北市ホームページ

～輝くとき～輝くとき栄光･表彰
各分野で活躍された皆さまをご紹介します

▶男子一部ダブルスの部 第 3 位 江橋・伊藤ペア
▶男子二部ダブルスの部 第 1 位 武藤・三浦ペア

　5 月 16 日に「令和 8 年度東日本選抜ソフトテニス大会秋田県予
選会」が大館市において行われ、男子一部ダブルスの部で仙北市
ソフトテニスジュニア所属の江橋樹選手（西明寺小 5 年）が第 3
位に入賞しました。この結果、江橋選手は 7 月 11 日から宮城県で
開催される第 16 回東日本小学生選抜ソフトテニス大会に、秋田県
代表チームの一員として出場することが決定しました。大会では
個人戦および団体戦に出場します。  
　また、4 年生以下で競われる男子二部ダブルスの部では、武藤文
之介選手（神代小 3 年）が優勝しました。

令和８年度東日本選抜ソフトテニス大会秋田県予選会

（敬称略）

写真左から武藤文之介さん、江橋樹さん

▶女子個人 優勝 小室・澤山ペア
　　６月６日から８日まで、全県高校総体のソフトテニスが県立中央公
園テニスコートで行われ、女子の個人で令和高校３年の小室・澤山（澤
山こころ：西明寺中学校出身）ペアが優勝し、東北大会とインターハ
イへの切符を手にしました。
　東北大会は６月 20 日から岩手県で、インターハイは７月 31 日か
ら京都府で開催されます。今後の更なる活躍が期待されます。

第 72 回秋田県高等学校総合体育大会ソフトテニス

写真左から小室柚菜さん、澤山こころさん

写真左から宮下会長、福田校長
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花の名山に笑顔咲く
～秋田駒ヶ岳の山開き～

2026- 72026- 7広報せんぼく広報せんぼく2727

　1日、秋田駒ヶ岳の山開きが行われ、秋田県と岩手県から約 200人の登
山愛好者が参加しました。八合目で神事と式典が行われ、関係者がシーズ
ン中の安全を祈願。その後、参加者はチングルマやヒナザクラ、ミヤマキン
バイなどの高山植物や、残雪が残る山々の景色を楽しみながら山頂を目指し
ました。
　男岳山頂では、岩手県側から登った参加者とともに万歳三唱を行い、夏
山シーズンの幕開けを祝福。また、仙北市南八幡平山岳会の畠山靖事務局
長と雫石町山岳協会の所博幸副会長による恒例のピッケル交換が行われ、両
県の交流と登山者の安全を願いました。山頂からは田沢湖をはじめ、鳥海山
や森吉山、岩手山などを望むことができ、参加者は秋田駒ヶ岳ならではの雄
大な自然を満喫しました。
　参加者からは秋田駒ヶ岳の豊かな自然や山頂からの眺望に感動する声が聞
かれ、シーズンの幕開けを祝う笑顔があふれていました。

山開き恒例のピッケル交換

夏山シーズンの幕開けを祝う万歳三唱 残雪が残る登山道を進む登山者

未来に残そう 角館のサクラ
～桧木内川堤のサクラに春の施肥作業（お礼肥え）～

　桧木内川堤のソメイヨシノは植樹から90 年以上が経過
し、次の世代へその美しさを引き継ぐためには適切な管理
が必要となっています。角館中学校では、桜の樹勢を保つ
ため毎年施肥作業を続けており、今年で 39 回目を迎えま
した。 
　当日はあいにくの雨模様となりましたが、生徒たちは協力
しながら一本一本の桜に丁寧に肥料を施しました。作業に
参加した鈴木瑚心（ここ）さんは、「長く受け継がれている

施肥作業に参加できてうれしかったです。これからもこの活
動が続き、きれいな角館の桜が咲き続けてほしいです」と
話していました。
　また、6月31日には「未来へつなぐ角館のサクラ保全活動

（お礼肥え）」が行われ、市内外から約 40人が参加しました。
参加者は桜の根元一つひとつに丁寧に肥料を施し、来春も
美しい花を咲かせることを願いながら作業に汗を流しました。
　地域の宝である角館のサクラを次世代へつなぐ取り組み
は、多くの人々の協力によって支えられています。今後もこ
うした活動を通じて、桜の名所を守り育てていきます。

桜の根元に丁寧に肥料を施す参加者桜の未来を願いながら作業する鈴木瑚心さん

笑顔あふれるスポーツ交流
～春のスポーツ体験教室～

　5月23日、大曲支援学校せんぼく校の体育館を会場に 「春のスポー
ツ体験教室」が開催されました。　
　せんぼく校の同窓生が交流を深める「せんぼく桜スクール」の皆さ
んや、指定障がい福祉サービス事業所・愛仙の利用者、地域の方など、
関係者を含め約 80人が参加しました。
　フットサルでは、チームで協力しながらボールを追いかけ、e スポー
ツではリズムに合わせて真剣な表情で太鼓をたたく姿が見られまし
た。会場には笑顔があふれ、参加者同士の親睦を深める機会となり
ました。

ルールを守って安全運転
～角館高等学校を自転車安全利用モデル校に指定～

　秋田県立角館高等学校は秋田県警察から「自転車安全利
用モデル校」に指定され、5 月 22 日、秋田県仙北警察署
の協力のもと、指定書交付式と交通安全講話が行われまし
た。交付式では、佐藤仙北警察署長から指定書が手渡さ
れ、生徒会長の鈴木亜緒依さんが交通ルールの遵守と安全
運転を力強く宣誓しました。講話では、警察署員による説明

を受けながら、運転者目線の映像を使った危険予測シミュ
レーターを体験し、事故につながる場面や危険回避の大切
さを学習しました。また、自転車のながら運転体験も行われ、
生徒たちは通常走行との違いを体感しながら、自転車事故
の危険性や交通ルールを守る重要性について理解を深め、
安全意識を高めていました。 

自転車安全利用モデル校の指定書交付 ながら運転と正しい運転の違いを体験している生徒

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－



2828Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations

咲かせて 結 ぼう地域の輪
～地域学校協働本部事業・花いっぱい運動推進事業～

　6 月2 日、西明寺小学校、西明寺中学校、学校協働活動推進員な
どの約140人が参加し、花いっぱい運動推進事業「咲かせて結ぼう
地域の輪」が行われました。参加者は国道 105 号沿いでマリーゴール
ドの植栽作業を行い、地域に彩りを添えました。
　花の植栽が始まったのは昭和 30 年代です。地域の皆さんによる活
動が長年続けられ、「日本一のフラワーロード」と呼ばれるまでになり
ました。その後、活動は一時途絶えましたが、2023 年から西明寺中
学校の生徒がマリーゴールドの植栽を行っています。今年は西明寺小
学校の 5・6 年生の児童や地域の皆さんも加わり、地域ぐるみの活動
として再び花を植えました。
　活動に参加した西明寺中学校 3 年の澤山心咲（みさき）さんは、「小
学校のみんなと一緒に地域のために花を植えることができて良かった
です。花がきれいに咲き、登校する児童生徒や通行する人たちを笑顔
にしてくれたらうれしいです。」と話してくれました。
　地域に受け継がれてきたフラワーロードの伝統は、来年度以降、西
明寺小学校を中心に引き継がれていく予定です。

秋の絶景を目指して
～「秋田内陸線田んぼアート」 神代小学校～

　6 月 3 日、神代小学校の 5 年生が、農業体験をかねて、内陸線沿線で田植え
に参加しました。これは、小松・東前郷地区環境保全協議会が、内陸線を応援
して毎年行っている事業です。ここで採れたあきたこまちは、支援米として被災
地や子ども食堂、ボランティア団体などに提供されています。
　児童たちは、田んぼアートの図柄を描くため、6 種類の色の異なる苗を使用し、
決められた場所に1 本 1 本丁寧に植えていきました。泥に足を取られながらも協
力して作業を進め、田んぼにはにぎやかな声が響いていました。
　参加した児童からは、「石が痛かったけど、楽しかった」「秋になるのが楽しみ」
などの声が聞かれました。
　今年の田んぼアートは、江戸時代の浮世絵師・東洲斎写楽の役者絵をモチー
フに制作されており、7月初めから徐々に姿を現し、稲穂が色づく秋に見頃を迎
えます。

場所：田沢湖小松字野中（内陸線沿線）

広報せんぼく広報せんぼく

SEMBOKU CITY

　　　LIBRARY図 書 館 情 報 局
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▶�雨が降ったら《寺地はるな》
▶氷河期のゴミ《櫛木理宇》
▶�多類婚姻譚《凪良ゆう》
▶�横浜協同租界《佐々木譲》
▶�半永久の花束《真紀涼介》
▶�逆転監督 森保一《木崎伸也》
▶さまようクマ、変わる森《小池伸介》
▶こわくない目の手術《浅見哲》
▶�おいしい道の駅ドライブ 2026 ー東北ー《昭文社》
▶�かぎ針で編む編み針収納ケース《アップルミンツ》
▶�５秒でわかるカタカナ語図鑑《Ｇａｋｋｅｎ》
▶�でしいりすいぞくかん《コンドウアキ》
このほかたくさんの新刊が入っています。

新着図書を紹介します

田沢湖図書館 ☎ 43-1307 7月の
休館日

6日(月)、13日(月)、20日(月・
祝)、21日(火・振替休館)、27日(月)、
31日(金・整理休館)

Instagram

フォローお願いします

学習資料館 ☎ 43-3333

◀��『走れ、無印の馬』
　　《谷川直子》
　　河出書房新社

『一汁三菜のおぼんのごはん』▶
《しらいしやすこ》　

新星出版社　

スマホで簡単
蔵書検索

7月の
休館日

6日(月)、13日(月)、20日(月・祝)、
27日(月 )、31日(金・整理休館)

▶�掌より愛をこめて─阿刀田高さいごの小説集─《阿
刀田高／著》
▶�津田日記《津田篤宏／著》
▶�みるみる自走する！子育てはリアクションが9割《大
森治幸／著 大森陽生／著》
▶ジュビリー《アリス・マンロー／著、小竹由美子／訳》
▶�みんな、好きが下手《小林早代子／著》
▶�特捜取調室─『国家の罠』20 年目の再対決─《佐
藤優／著、西村尚芳／著》
ほかにもたくさんの新刊が入っています。

新潮社から寄贈された図書を紹介します

◀�『湾』《宮本輝／著》

『モナリザの裏側』▶
《一色さゆり／著》　

イベント情報イベント情報
【イベント情報　オリジナルナチュラルフレグランス講座】
　ご好評につき、追加開催決定！
　この機会にぜひご参加ください。
　●日時　7月11日 ㈯
　　　　　14時～16時
　●講師　アロマ草花木香
　　　　　髙山純子さん
　●会場　田沢湖図書館2階
　●材料費　1,500円
　●定員　8名
　　（定員になり次第締切）

おはなしおはなし玉手箱玉手箱

おとなもどうぞ！

※入場無料
18日㈯ 10:00～

7月7月  とことこタイムとことこタイム

ぐずったらどうしよう、
なんて気にしなくて大丈夫な時間

毎週土曜日　9：00～ 12：00

「海の日」

～夏の暑さを吹き飛ばす、
ぞくっとする本集めました！～

≪ 7月のテーマ展示≫

「こわい本、そろってます」

～海を知って、感じて、楽しもう！
７月20日は海の日～

10:00～ 1時間程度7月4日
エプロン
シアタ― 「ジャックと豆の木」

みんなでぬり絵をしましょう！

大型
紙芝居 「へったれよめ」

≪ 7月のテーマ展示≫
「課題図書 2026」
青少年読書感想文コンクールの
課題図書を展示します。
書き方のヒントになる本も！

新しい雑誌が仲間入り！新しい雑誌が仲間入り！
『家の光』（家の光協会）
6 月号から閲覧できます。

そのほかにも 50冊以上の雑誌を取り揃えています！

おはなしかい うさぎのみみおはなしかい うさぎのみみ

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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相　
談

行
政
に
関
す
る
相
談
ご
と
は

行
政
相
談
委
員
に

　
行
政
相
談
委
員
は
、「
行
政
と
住
民

の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。
仙
北
市
の
行
政

相
談
委
員
は
次
の
２
人
の
方
で
、
自
宅

で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、
定

例
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

●�

行
政
相
談
委
員
／

▼�

大
楽
進 

☎
53ｰ

２
６
９
０

▼�

芳
賀
昭
範 

☎
48ｰ

２
３
５
９ 

●�

7
月
相
談
所
開
設
日
・
場
所
／

【
角
館
地
区
】
16
日
㈭
・
角
館
交
流
セ

ン
タ
ー 

【
西
木
地
区
】
随
時
電
話
に
て
対
応

●�

時
間
／
13
時
～
15
時

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
課 

☎
43ｰ

１
１
１
１

無
料
法
律
相
談

　
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
／
7
月
29
日
㈬ 

13
時
30
分
～

●�

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

●
相
談
員
／
河
村
憲
史
弁
護
士

●�

相
談
内
容
／
▼
一
般
法
律
相
談 

▼
サ

ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
多
重
債
務

の
ご
相
談 

▼
中
小
企
業
・
個
人
事
業

に
関
す
る
ご
相
談 

▼
高
齢
者
・
障
が

い
者
に
関
す
る
ご
相
談 

▼
交
通
事
故

に
関
す
る
ご
相
談 

▼
子
ど
も
に
関
す

る
ご
相
談

●�
申
込
方
法
／
総
務
課
総
務
係
に
電
話

で
予
約

●
予
約
受
付
時
間
／
平
日
９
時
～
17
時

●�

相
談
時
間
な
ど
／
先
着
４
人
。
1
人

30
分
以
内
。（
①
13
時
30
分
～
14
時  

②
14
時
５
分
～
14
時
35
分 

③
14
時
40

分
～
15
時
10
分 

④
15
時
15
分
～
15
時

45
分
）

●�

そ
の
他
／
相
談
に
必
要
と
思
わ
れ
る

資
料
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
課 

☎
43ｰ

１
１
１
１

仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会 

7
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
事
前
予
約
制
で
相
談
援
助
活
動
と
し
て

心
配
ご
と
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談

日
３
日
前
ま
で
予
約
の
ご
連
絡
を
く
だ
さ

い
。
民
生
児
童
委
員
が
対
応
し
ま
す
。

●�

日
時
・
場
所
／

▼�

８
日
㈬ 

13
時
～
15
時
・
田
沢
湖
福
祉

医
療
セ
ン
タ
ー

▼�

９
日
㈭ 

13
時
～
15
時
・
角
館
交
流
セ

ン
タ
ー

▼�

15
日
㈬ 

13
時
～
15
時
・
田
沢
湖
総
合

開
発
セ
ン
タ
ー 

▼
21
日
㈫ 

10
時
～
12
時
・
桧
木
内
出
張
所

●�

申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
社
会
福
祉

協
議
会 

総
務
・
地
域
福
祉
課

☎
49ｰ

６
２
４
１ 

令
和
８
年
第
７
回 

お
薬
相
談
会

　
今
、
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と
、
ご

家
族
が
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と
な

ど
、
お
薬
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
家

に
残
っ
て
い
る
薬
の
整
理
（
持
参
し
た

場
合
）
や
家
庭
用
医
薬
品
な
ど
お
薬
の

こ
と
な
ら
何
で
も
相
談
に
の
り
ま
す
。

●�

日
時
／
７
月
28
日
㈫ 

　
15
時
～
16
時
30
分

●�

場
所
・
問
合
せ
／
ク
オ
ー
ル
薬
局

田
沢
湖
店

☎
43ｰ

９
１
８
９

見
え
方
で
お
困
り
の
方
の
相
談

に
応
じ
ま
す

　

見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
こ
と
で
、

生
活
・
学
習
・
仕
事
・
育
児
な
ど
の
悩

み
を
お
持
ち
の
方
、
そ
の
ご
家
族
や
関

係
者
の
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
県
南
で
の
相
談
日
時
は
次
の

と
お
り
で
す
が
、
学
校
に
来
て
い
た

だ
い
て
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
８
月
26
日
㈬
、
10
月
７
日
㈬
、

12
月
16
日
㈬ 

い
ず
れ
も
14
時
～
15
時

30
分

●�

場
所
／
ニ
ッ
パ
ツ
Ｙ
２
ぷ
ら
ざ
（
横

手
市
駅
前
町
１ｰ

21
）

●�

問
合
せ
／
秋
田
県
立
視
覚
支
援
学
校

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー 

銭

谷
・
髙
橋

☎
０
１
８ｰ

８
８
９ｰ

８
５
７
１

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

研
修
会
＆
相
談
会

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
、
人
工

膀
胱
の
保
有
者
）
の
た
め
の
研
修
会
＆

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
（
参
加
無
料
）。

●�

日
時
／
7
月
18
日
㈯ 

13
時
～
15
時

30
分

●�

場
所
／
は
な
び
・
ア
ム
１
階
多
目
的

ホ
ー
ル
（
大
仙
市
大
曲
大
町
７ｰ

19
）

●�

内
容
／
人
工
肛
門
、
膀
胱
（
ス
ト
ー

マ
）
の
方
へ
、
パ
ウ
チ
カ
バ
ー
の
展

示
。
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
専
門
看
護
師
に

よ
る
相
談
、
情
報
交
換
、
交
流
会
。

●�

問
合
せ
／
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会 

丸
山
重
子

☎
０
９
０ｰ

２
９
８
３ｰ

２
８
１
５

お
知
ら
せ

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症 

当
事
者
会

　
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
で
お
悩
み
の
方
向

け
に
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

し
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持
つ
方

た
ち
と
学
び
合
い
、語
り
合
う
場
で
す
。

お
話
を
聞
く
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
７
月
22
日
㈬ 

10
時
30
分
～

12
時

●�

場
所
／
大
仙
市
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

●�

問
合
せ
／
大
仙
保
健
所
企
画
福
祉
課

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

３
４
０
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

秋
田
海
上
保
安
部
か
ら
の
お
願
い

　
ま
も
な
く
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

ま
す
が
、
こ
の
時
季
は
毎
年
、
海
難
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
次
の
約

束
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼�

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
や
監
視
員
が
い
る

管
理
さ
れ
た
海
水
浴
場
で
泳
ぎ
ま

し
ょ
う

▼�

保
護
者
は
常
に
子
ど
も
か
ら
目
を
離

さ
な
い

▼
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
泳
が
な
い

▼�

風
の
強
い
日
や
波
の
高
い
日
は
海
に

行
か
な
い

※�

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
安
全
情
報
「
ウ
ォ
ー

タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ガ
イ
ド
」
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
企
画 

裁
判
所
見
学
会

　
裁
判
所
で
は
、
小
学
校
５
・
6
年
生

か
ら
高
校
生
を
対
象
に
裁
判
所
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
（
要
予
約
）。

小
学
校
５
・
6
年
生
対
象
（
保
護
者
同

伴
）

●
日
時
／
7
月
30
日
㈭ 

▼
午
前
の
部
／
10
時
～
12
時

▼
午
後
の
部
／
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●�

場
所
／
秋
田
地
方・家
庭
裁
判
所（
秋

田
市
山
王
七
丁
目
１ｰ

１
）

●�

定
員
／
各
回
と
も
10
組
20
人
（
予
約

制
、
先
着
順
）

中
学
生
・
高
校
生
対
象
（
保
護
者
同
伴

可
）

●
日
時
／
７
月
31
日
㈮ 

10
時
～
12
時

●�

場
所
／
秋
田
地
方・家
庭
裁
判
所（
秋

田
市
山
王
七
丁
目
１ｰ

１
）

●�

定
員
／
15
組
30
人
（
予
約
制
、
先
着

順
）

●�

申
込
方
法
／
7
月
6
日
㈪
9
時
か
ら

参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
て
受
付
開

始
。
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム
は
裁
判
所

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
裁
判
所
・
秋
田
」

で
検
索
！
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所

総
務
課
庶
務
係

☎
０
１
８ｰ

８
０
３ｰ

０
１
８
１

　
「
あ
じ
さ
い
の
会
」
は
、
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
育
ち
幸
せ
な
未
来
に
つ
な

が
る
よ
う
と
も
に
考
え
、
語
り
合
い
な

が
ら
歩
む
仲
間
で
す
。
親
と
子
の
悩
み

を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
（
事
前
連
絡
不
要
）。

●�

日
時
／
7
月
8
日
㈬
・
22
日
㈬

  

10
時
～
12
時

●�

場
所
／
ち
ば
珈
琲
店（
角
館
町
竹
原
町
）

●�

参
加
料
／
３
０
０
円

●�

問
合
せ
／

▼
安
藤
☎
０
９
０ｰ

２
９
８
９ｰ

２
９
１
８

▼
伊
藤
☎
０
９
０ｰ

３
３
６
３ｰ

４
３
９
１

▼
千
葉
☎
０
９
０ｰ

６
６
８
６ｰ

７
３
０
１

（
ち
ば
珈
琲
店
）

あ
じ
さ
い
ぶ
ら
っ
と
サ
ロ
ン

あ
じ
さ
い
塾
P
A
R
T
21

　
『
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
に
、
ど
う
関

わ
る
か
？
』
～
医
療
・
心
理
・
福
祉
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
考
え
る
「
学
び
」

と
「
育
ち
」
～
と
題
し
、
吉
尾
純
（
精

神
科
医
）、
佐
々
木
百
合
（
臨
床
心
理

士
）、
浅
沼
知
一
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
）
の
３
人
の
先
生
が
た
と
参
加
者

が
話
し
合
え
る
時
間
で
す
。

●�

日
時
／
8
月
2
日
㈰ 

13
時
30
分
～

15
時
30
分

●�

場
所
／
仙
北
市
役
所
角
館
庁
舎
1

階
会
議
室

●�

申
込
期
限
／
7
月
30
日
㈭
ま
で
（
託

児
の
申
込
は
7
月
20
日
㈪
ま
で
）

●�

申
込
・
問
合
せ
／
子
育
て
応
援
団
あ

じ
さ
い
の
会 

安
藤
満
里

☎
０
９
０ｰ

２
９
８
９ｰ

２
９
１
８

E-m
ail  ajisainokai4152@

gm
ail.

com

第
35
回

暴
力
団
壊
滅
秋
田
県
民
大
会

　
県
民
の
暴
力
団
壊
滅
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
「
第
35
回
暴
力
団
壊
滅
秋
田

県
民
大
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
9
月
3
日
㈭ 

13
時
30
分
～

16
時
（
開
場
は
12
時
30
分
）

●�

場
所
／
秋
田
芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ
ス 

中
ホ
ー
ル
（
秋
田
市
千
秋
明
徳
町
２

番
52
号
）

●
内
容
／

�

▼�

第
1
部
▼
開
会
宣
言
▼
主
催
者
挨
拶

▼
暴
力
追
放
活
動
功
労
者
表
彰
▼
感

謝
状
授
与
▼
大
会
宣
言
な
ど

▼�

第
２
部
▼
特
別
講
演
▼
講
師
／
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
保
護
司
・

公
認
心
理
師 

元
福
岡
県
警
察
少
年

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

安
永
智
美
氏
▼
演

題
／「
犯
罪・暴
力
団
を
生
ま
な
い
”

入
り
口
暴
排
“
は
子
ど
も
の
健
全

育
成
と
非
行
防
止
」
～
出
会
い
で
未

来
が
変
わ
る
・
変
え
ら
れ
る
～

▼�

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
／
警
察
音
楽
隊
に

よ
る
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

●�

問
合
せ
／
（
公
財
）
秋
田
県
暴
力
追

放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８ｰ

８
２
４ｰ

８
９
８
９

介
護
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

「
介
護
入
門
的
研
修
会
」

　
介
護
保
険
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
基

礎
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
て
講
話
と

実
習
を
行
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

主
な
対
象
者
／
介
護
未
経
験
で
、
介

護
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方
、
定
年

退
職
予
定
の
方
な
ど

●�

日
時
／
7
月
15
日
㈬
～
17
日
㈮ 

8

時
30
分
～
17
時
10
分

※�

1
日
目
の
み（
基
本
的
な
知
識
の
習
得
）

の
参
加
も
可
能
で
す
。

●�

場
所
／
大
仙
市
大
曲
通
町
１ｰ

14 

大

仙
市
健
康
福
祉
会
館
3
階 

中
会
議
室

●
参
加
費
／
無
料

●
申
込
期
限
／
7
月
13
日
㈪

●�

内
容
／
介
護
保
険
の
概
要
、介
護
予
防・

認
知
症
予
防
に
使
え
る
体
操
な
ど

※�

こ
の
研
修
を
修
了
す
る
と
介
護
職
員
初

任
者
研
修
の
一
部
が
免
除
と
な
り
ま
す
。

●�

申
込
・
問
合
せ
／
大
仙
市
社
会
福
祉

協
議
会

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

８
９
１
１

【
秋
田
県
主
催
】

空
き
家
相
談
会（
大
仙
市
会
場
）

　
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
方
や
、
自

宅
な
ど
が
空
き
家
と
な
る
見
込
み
の
あ

る
方
を
対
象
に
、
不
動
産
事
業
者
や
司

法
書
士
な
ど
の
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
「
空
き
家
相
談
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。 

　
空
き
家
の
管
理
や
売
却
、
解
体
な
ど

の
対
応
に
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
大
仙
市
会
場

　
仙
北
市
内
の
空
き
家
も
対
象
と
な
り

ま
す
。 

●�

日
時
／
８
月
２
日
㈰ 

10
時
～
13
時

●�

場
所
／
大
仙
市
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
15
組
（
事
前
予
約
制
） 

●
相
談
時
間
／
１
組
あ
た
り
30
分
程
度 

●
申
込
期
限
／
７
月
17
日
㈮

●�

申
込
／
《
受
託
事
業
者
》
N
P
O
法

人
あ
き
活
L
a
b

☎
０
１
２
０ｰ

４
０
１ｰ

６
８
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
】

・
５
月
受
付
分　
敬
称
略

・
坂
井
謙
治
（
生
保
内
字
堂
ノ
前
）

・�

角
館
町
茶
道
連
盟 

会
長 

小
原 

博
子

（
角
館
町
表
町
下
丁
）

玉
川
ダ
ム
の
流
木
を
活
用
し
ま

せ
ん
か
？

　
流
木
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。薪
、ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●�

提
供
期
間
／
７
月
１
日
㈬
か
ら
無
く

な
る
ま
で

●�

申
込
方
法
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

玉
川
ダ
ム
管
理
所
へ
メ
ー
ル
、郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
持
参
（
平
日
９
時
～

16
時
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

先
着
順
に
許
可
証
配
布
予
定
で
す
。

●�

提
供
方
法
／
「
個
人
の
責
任
に
お
い

て
」
積
み
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

多
く
の
方
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
国
土
交
通
省 

玉
川
ダ
ム

管
理
所 

管
理
係

☎
49ｰ

２
１
７
０

角
館
高
校
同
窓
会
「
若
杉
・

駒
草
会
」
西
木
支
部
総
会

●
期
日
／
7
月
25
日
㈯

●�

時
間
／
▼
15
時
～
総
会
▼
15
時
30
分

～
基
調
講
演
（
講
師
：
西
宮
藤
浩 

氏 

演
題
「
第
２
弾　
戸
沢
氏
」）
▼

16
時
40
分
～
懇
親
会

●�

場
所
／
▼
総
会
…
西
木
総
合
開
発
セ

ン
タ
ー
集
会
室
▼
懇
親
会
…
錦
寿
し

●�
会
費
／
▼
年
会
費
５
０
０
円
▼
懇
親

会
費
５
０
０
０
円

●
申
込
期
限
／
７
月
15
日
㈬

※
総
会
の
み
参
加
も
可

●
申
込
／

【
西
明
寺
地
区
】
佐
藤
人
志

☎
０
９
０ｰ

９
０
３
９ｰ
８
１
１
１

【
桧
木
内
・
上
桧
木
内
地
区
】
武
藤
博
夫

☎
０
９
０ｰ

７
３
３
１ｰ

９
８
７
９

●
問
合
せ
／
佐
藤
人
志

急
病
で
も
救
急
車
と
消
防
車
が

同
時
出
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
！

　
１
１
９
番
通
報
の
内
容
か
ら
心
肺
停

止
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
当
消
防
本
部
で

は
救
急
車
と
あ
わ
せ
て
消
防
車
も
出
動

す
る
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
現
場
に
よ
り
多
く
の
人
員

を
迅
速
に
投
入
し
、
心
肺
蘇
生
や
薬
剤

の
投
与
を
早
期
に
開
始
す
る
こ
と
で
、

「
救
命
率
の
向
上
」
を
図
る
た
め
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
大
切
な
命
を
守
る

た
め
の
取
り
組
み
で
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏

組
合
消
防
本
部
救
急
課

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

０
３
１
８

消
防
本
部
公
式
Ｘ
↑

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
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令
和
８
年
度
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
（
事
務
部
局
）

職
員
採
用
試
験

フ
ク
メ
グ
ル
会

　
古
着
の
持
ち
帰
り
無
料
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

　
７
月
27
日
か
ら
８
月
３
日
ま
で
衣
服

の
収
集
も
し
て
い
ま
す
。
収
集
場
所
は

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
８
月
12
日
㈬ 

12
時
～
15
時

●�

場
所
／
花
火
伝
統
文
化
継
承
資
料

館 

は
な
び
・
ア
ム

●
入
場
料
／
無
料

●�

問
合
せ
／
フ
ク
メ
グ
ル
会
事
務
局
担

当 

加
藤

☎
０
７
０ｰ

２
４
８
９ｰ

５
０
９
６��

イ
ベ
ン
ト

夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

　
「
刑
事
事
件
の
模
擬
裁
判
」
を
題
材

と
し
た
授
業
を
行
う
予
定
で
す
。「
弁

護
士
の
仕
事
」
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
る
予
定
で
す
。

●�

日
時
／
7
月
31
日
㈮ 

10
時
30
分
～
16
時

●�

場
所
／
秋
田
弁
護
士
会
（
秋
田
市
山

王
六
丁
目
2
番
7
号
）

●�

対
象
／
県
内
在
住
の
中
学
生･

教
員

●�

定
員
／
中
学
生
20
人
程
度
、
教
員
10

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●�
受
講
料
／
無
料

●�
申
込
・
問
合
せ
／
秋
田
弁
護
士
会
事

務
局
ま
で
。
事
前
申
込
必
要
。
7
月

17
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
F
A
X
で

申
し
込
み
。
F
A
X
の
申
込
用
紙

は
秋
田
弁
護
士
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
。

☎
０
１
８ｰ

８
６
２ｰ
３
７
７
０

F
A
X
０
１
８ｰ

８
２
３ｰ
６
８
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

田
沢
湖
芸
術
文
化
協
会
写
真
部

「
写
真
展
」

　
郷
土
の
自
然
や
風
俗
を
と
ら
え
た
写

真
を
展
示
し
ま
す
。

●�

日
時
／

▼
7
月
３
日
㈮ 

11
時
～
17
時

▼
7
月
4
日
㈯
・
5
日
㈰ 

9
時
～
17
時

▼
7
月
6
日
㈪ 

9
時
～
16
時

●�

場
所
／
田
沢
湖
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

「
フ
ォレ
イ
ク
」（
田
沢
湖
駅
構
内
）

●�

問
合
せ
／
田
沢
湖
芸
術
文
化
協
会
写

真
部 

会
長 

難
波
和
夫

☎
43ｰ

０
７
８
２

　
田
沢
湖
芸
文
協
写
真
部
で
は
新
規
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
撮
影
し
た
写

真
の
展
示
や
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
一

緒
に
カ
メ
ラ
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
写
真
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
初
心

者
、
ベ
テ
ラ
ン
問
い
ま
せ
ん
。
入
会
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募　
集

種　目 受付期間 試験日 応募資格

２等陸海空士
7 月 1 日㈬～ 9 月 1 日㈫

9 月 16 日㈬
～ 26 日㈯

の期間の内 1 日

18 歳以上
33 歳未満一般曹候補生

航空学生 7 月 1 日㈬～ 8 月 28 日㈮ 9 月 19 日㈯
または 26 日㈯

18 歳以上
24 歳未満

防衛医科大学校（看護学科） 7 月 1 日㈬～ 10 月 2 日㈮ 10 月 17 日㈯ 18 歳以上
21 歳未満防衛医科大学校（医学科） 7 月 1 日㈬～ 10 月 8 日㈭ 10 月 24 日㈯

自
衛
官
募
集

●�

問
合
せ
／
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本

部 

大
仙
地
域
事
務
所

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

１
３
１
３

令
和
９
年
度
秋
田
県
育
英
会

奨
学
生
募
集

　

公
益
財
団
法
人
秋
田
県
育
英
会
で

は
、
令
和
９
年
４
月
に
大
学
や
短
期
大

学
へ
進
学
を
予
定
し
て
い
る
方
に
向

け
、
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
資
格
な
ど
、
詳
細
は
、
公
益
財

団
法
人
秋
田
県
育
英
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
公
益
財
団
法
人
秋
田
県
育

英
会

☎
０
１
８ｰ

８
６
０ｰ

３
５
５
２

奨学金の種類 募集人数 貸与額 所得制限 募集期間

大学月額奨学金 210 人

月額 5 万円

あり

6 月 18 日㈭
～ 8 月 3 日㈪

多子世帯向け奨学金 40 人 なし

大学入学一時金 200 人 50、70、100
万円から選択 あり

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

新
潮
社
記
念
文
学
館
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
６
回
や
さ
い
の
花 

小
さ
な

お
話
し
会

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
塩
野
米
松
の
世

界
」
で
す
。
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
お
話
し
会
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

日
時
／
7
月
18
日
㈯ 

13
時
30
分

●�

場
所
／
仙
北
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー 

ラ
ウ
ン
ジ
（
角
館
町
田
町
上
丁
23
）

●
入
場
料
／
無
料

●
作
品
／
『
わ
く
』、『
な
つ
ペ
ン
ギ
ン
』

　
ほ
か

●�

問
合
せ
／
冨
岡

☎
０
９
０ｰ

６
２
２
２ｰ

４
２
６
１

宝
仙
湖
ま
つ
り

　

森
と
湖
に
親
し
み
、
心
身
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
、
森
林
や
ダ
ム
な

ど
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
の
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬

間
」
の
行
事
と
し
て
、
玉
川
ダ
ム
で
は

ダ
ム
下
流
公
園
で
「
宝
仙
湖
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
玉
川
ダ
ム
堤
体
見
学
や
玉
川
発
電
所

見
学
、
は
た
ら
く
車
展
示
、
各
種
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー

で
ダ
ム
と
一
緒
に
学
ぼ
う
！
知
ろ
う
！

楽
し
も
う
！

●�

期
日
／
7
月
26
日
㈰

●�

場
所
／
玉
川
ダ
ム
下
流
公
園

●�

問
合
せ
／
国
土
交
通
省 

玉
川
ダ
ム

管
理
所 

管
理
係

☎
49ｰ

２
１
７
０

浴
衣
サ
ロ
ン

　
青
葉
の
美
し
い
武
家
屋
敷
で
ゆ
か
た

や
＆
夏
き
も
の
の
着
付
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

●�

期
日
／
7
月
16
日
㈭
・
18
日
㈯

着
付
講
座

▼
講
師
／
斎
藤
仁
美

▼
場
所
／
石
黒
恵
家

▼
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

▼
定
員
／
先
着
10
人

▼
参
加
費
／
無
料

※�

着
た
い
き
も
の
や
小
物
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

※�

同
日
の
12
時
か
ら
15
時
ま
で
、「
ゆ
か

た
ミ
ニ
茶
会
＆
ラ
ン
チ
」
も
開
催
し

て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
／
竹
谷
ま
で
。
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
か
F
A
X
で
申
し
込
み
。

☎
０
８
０ｰ

８
２
１
６ｰ

６
８
２
９

F
A
X
／
53ｰ

３
０
４
１

田
沢
湖
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

２
０
２
６

　
田
沢
湖
畔
周
辺
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
使
用
す
る
火
ば

さ
み
・
軍
手
・
ご
み
袋
は
主
催
側
で
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
に
は
記
念

タ
オ
ル
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●�

日
時
／
7
月
12
日
㈰ 

9
時
30
分
～
10

時
30
分
頃
（
受
付
9
時
～
9
時
20
分
）

●�

集
合
場
所
／
花
心
亭
し
ら
は
ま
隣 

お
ま
つ
り
広
場

●�

主
催
／
一
般
社
団
法
人 

大
曲
青
年

会
議
所

●
共
同
／
ざ
っ
く
ば
ら
ん
の
会

●�
問
合
せ
／
一
般
社
団
法
人 

大
曲
青

年
会
議
所

メ
ー
ル oom

agarijc@
gm

ail.com

担
当 
池
田
ま
で

夏
の
交
通
安
全
運
動

　
こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

に
向
け
て
、
7
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で

の
10
日
間
に
「
夏
の
交
通
安
全
運
動
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す
。
運

転
者
は
、
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
し
て

い
る
歩
行
者
を
見
か
け
た
ら
、
横
断
歩

道
の
手
前
で
一
時
停
止
し
て
道
を
ゆ
ず

り
ま
し
ょ
う
。

●�

問
合
せ
／
秋
田
県
生
活
環
境
部
県
民

生
活
課

☎
０
１
８ｰ

８
６
０ｰ

１
５
２
３

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
と
は
？

　
大
仙
市
、
仙
北
市
、
美
郷
町
の
３
市

町
で
構
成
さ
れ
、
消
防
、
介
護
保
険
、

廃
棄
物
処
理
、
火
葬
な
ど
の
事
務
を
共

同
で
処
理
す
る
一
部
事
務
組
合
（
特
別

地
方
公
共
団
体
）
で
す
。
こ
の
う
ち
、

事
務
部
局
（
介
護
保
険
事
務
所
、
環
境

事
業
課
、
管
理
課
）
に
お
い
て
、
令
和

8
年
10
月
1
日
か
ら
一
般
事
務
に
従
事

す
る
行
政
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
受
験
資
格
／

【�

上
級
】
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業
し
た

方
と
し
ま
す
。

【�

初
級
】
平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
20
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
高
校
、
中
等
教
育
学
校
、
短

期
大
学
を
卒
業
し
た
方
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
大
学
を
卒
業
し
た
方
は
除

き
ま
す
。

【�

職
務
経
験
者
】
昭
和
60
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
高
校
ま
た
は
大
学
を

卒
業
し
、
直
近
10
年
中
、
５
年
以
上

同
一
の
民
間
企
業
な
ど
（
公
務
員
を

含
む
。）
に
勤
務
し
た
経
験
が
あ
る
方

と
し
ま
す
。

●�

職
務
内
容
／
介
護
保
険
事
務
所
、
環

境
事
業
課
、
管
理
課
に
勤
務
し
て
行

政
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

●�

受
験
案
内
・
申
込
書
請
求
／
大
曲
仙

北
広
域
市
町
村
圏
組
合
事
務
局
管

理
課
で
受
験
案
内
と
受
験
申
込
書
を

交
付
し
ま
す
。
ま
た
同
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

●
採
用
予
定
人
数
／
若
干
名

●�

申
込
期
間
／
７
月
１
日
㈬
か
ら
７
月

27
日
㈪
ま
で
の
９
時
～
17
時
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。）

※�

郵
送
の
場
合
は
、
７
月
27
日
の
消
印
有
効

●
第
１
次
試
験
／

▼
試
験
日
／
８
月
９
日
㈰ 

10
時
～

▼�

試
験
会
場
／
大
仙
市
大
曲
交
流
セ
ン

タ
ー
（
大
仙
市
大
曲
日
の
出
町
）

▼�

試
験
科
目
／
職
務
基
礎
力
試
験

「
B
E
S
T
」、
事
務
適
性
検
査

※�

特
別
な
公
務
員
試
験
対
策
が
不
要
な
試
験

で
す
。

●
第
２
次
試
験
／

▼
試
験
日
／
９
月
１
日
㈫

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
１
次
試
験
合
格
者

に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

●�

申
込
・
問
合
せ
／
大
曲
仙
北
広
域
市

町
村
圏
組
合
事
務
局 

管
理
課

〒
０
１
４ｰ

０
０
６
１

　
大
仙
市
大
曲
栄
町
13
番
47
号

☎
０
１
８
７ｰ

62ｰ

５
１
８
７

※�

当
組
合
の
業
務
内
容
や
試
験
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w

w
.os-kouiki.org

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

特
別
な
公
務
員
試
験
対
策
は
不
要
で
す

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合　
令
和
９
年
度
消
防
職
員
採
用
試
験

●
受
験
資
格
／

【�

上
級
消
防
】
平
成
13
年
4
月
2
日
以

降
の
生
ま
れ
で
、
大
学
を
卒
業
し
た

方
、
ま
た
は
令
和
9
年
3
月
31
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
方　

【�

初
級
消
防
】
平
成
15
年
4
月
2
日
以

降
の
生
ま
れ
で
、
高
校
を
卒
業
し
た

方
、
ま
た
は
令
和
9
年
3
月
31
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
方　

【�

初
級
救
命
】
平
成
14
年
4
月
2
日
以

降
の
生
ま
れ
で
、
高
校
を
卒
業
し
、

救
急
救
命
士
の
国
家
資
格
を
取
得
し

て
い
る
方
、
ま
た
は
令
和
9
年
3
月

中
に
実
施
さ
れ
る
救
急
救
命
士
国
家

試
験
受
験
資
格
を
有
す
る
方
も
し
く

は
受
験
資
格
取
得
見
込
み
の
方

【�

職
務
経
験
者
】
昭
和
62
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
消
防
吏
員

と
し
て
の
職
務
経
験
が
申
込
み
時
点

で
３
年
以
上
、
か
つ
現
職
の
方
（
秋

田
県
内
で
勤
務
し
て
い
る
方
は
除

く
。）
ま
た
は
消
防
吏
員
と
し
て
の
職

務
経
験
が
３
年
以
上
、
か
つ
退
職
後

３
年
以
内
の
方

●�

申
込
期
間
／
7
月
1
日
㈬
～
8
月
21

日
㈮ 

９
時
～
16
時
30
分
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
。）

※�

郵
送
の
場
合
、
8
月
21
日
の
消
印
有
効

●�

申
込
書
請
求
／
受
験
案
内
・
受
験
申

込
書
は
、
消
防
本
部
総
務
課
、
消
防

署
、
分
署
に
直
接
取
り
に
来
て
い
た

だ
く
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w

w
.os-kouiki.org/gyoum

u/
shoubou

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。

●�

採
用
予
定
人
数
／
5
人
程
度

●�

第
１
次
試
験
／

▼
試
験
日
／
9
月
20
日
㈰ 

９
時
15
分
～

　
職
務
経
験
者 

10
時
15
分
～

▼�

試
験
会
場
／
大
綱
交
流
館
（
大
仙
市

刈
和
野
字
愛
宕
下
24ｰ

１
）

●�

第
２
次
試
験
／
10
月
下
旬
を
予
定
。

第
1
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま

す
。

●�

申
込
・
問
合
せ
／
大
曲
仙
北
広
域
市

町
村
圏
組
合
消
防
本
部
総
務
課

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

０
１
５
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→



藤原リツ　 　（88 歳・生保内字小先達）

小田大介　 　（34 歳・生保内字牛沢）

稲田スミ　　 （88 歳・生保内字武蔵野）

髙橋チヤ　 　（79 歳・生保内字武蔵野）

難波嶺子　　 （88歳・生保内字源左エ門野）

田口千鶴子　 （68 歳・生保内字水尻）

浅利利　　　 （106 歳・生保内字下手倉）

加藤喜美雄　 （76 歳・生保内字田向）

鈴木龍孝　　 （91 歳・生保内字上堂田）

鈴木政司　　 （70 歳・生保内字四十程）

佐藤恒芳　　 （77 歳・神代字板屋）

佐藤富男　　 （73 歳・神代字竹原）

佐藤知子　　 （96 歳・神代字堂ノ西）

眞崎　次郎　 （79 歳・卒田字蟹沢口）

栗城宏　　　 （64 歳・上菅沢）

秩父ユリ　　 （91 歳・上菅沢）

伊藤博明　　 （66 歳・小館）

中嶋孝一　　 （81 歳・中町）

太田武輔　　 （85 歳・下中町）

仙北谷洋一　 （82 歳・西勝楽町）

石井澪子　　 （96 歳・田町下丁）

　原イヨ　　 （99 歳・小勝田下村）

千葉謙三　　 （77 歳・西長野熊堂）

佐々木一志　 （76 歳・下延西川原）

田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

37 人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和 8 年 6 月 1 日現在）

出生
4 人 33 人

死亡 転入 転出
34人

人口 21,990人
（－ 34）　

男  10,206人 （－ 30）
女  11,784人 （－ 4）

世帯数 10,132世帯 （＋ 1）

戸籍の戸籍の
  窓口から窓口から

――55 月届出分・敬称略―月届出分・敬称略―

田沢湖   8,261 人
角　館 10,222 人
西　木   3,507 人

大石咲
え み な

那（柊斗・神代字竹原）　

藤峰結
ゆ う り

利（純也・上菅沢）

佐々木陽
ひ ょ う

桜（柊次・上菅沢）

鈴木叶
か の あ

彩（吟河・西菅沢）

※表記の価格はすべて税込価格です。

informationおもてなしせんぼく耳より情報

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

おくやみもうしあげますおくやみもうしあげます　　…氏名（年齢・住所）…氏名（年齢・住所）

 臨時休業延長のお知らせ
　現在、臨時休業中の仙北市民浴場「東風の湯」ですが、原因について調査したところ、機器類の異常ではなく、源泉からの湯
量が減少していることが原因であることが判明しました。また、同時に源泉の温度も低下しており、営業再開をお楽しみにされて
いた皆さまには大変申し訳ございませんが、臨時休業を延長せざるをえない状況となっております。
　今後につきましては、湯量減少と湯温低下への更なる対応を検討してまいりますので、ご理解とご配慮のほどよろしくお願い
いたします。
　東風の湯の回数券をお持ちの方につきましては、角館温泉、花葉館、西木温泉 ふれあいプラザクリオン、でもご利用いただけ
ます。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野111-8　☎43-2133
時 7:00～21:00（受付終了20:00）東

相馬吉雄　　 （78 歳・白岩堂野口）

相馬百合子　 （90 歳・薗田釣田）

橘建美　　　 （93 歳・桧木内字高屋）

浅利忠一郎　 （96 歳・桧木内字下田）

齋藤和　　　 （92 歳・小山田字林崎）

阿部卓美　 　（90 歳・小山田字林崎）

青木好正　　 （84 歳・門屋字漆原）

7/ 1      ～8/         1  仙北市カレンダー

より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。
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●千葉克介写真展－自然の息吹－（平福記念美術館 9:00 ～
　17:00）
●離乳食教室『もぐもぐランド』（健康管理センター 5 か月児      
　10:00～、7か月児 9:30～）

２
●仙北市病院事業経営健全化計画に関する住民説明会（西木総
　合開発センター 2階 大集会室 18:30～20:30）
●こころの相談（角館庁舎 10:00～、11:00～）

３ ●田沢湖芸術文化協会写真部「写真展」（詳しい時間・場所などは
　32 ページをご覧ください）

４ ●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00）
●おはなしかいうさぎのみみ（学習資料館 10:00 ～）

５
６ ●おやこ交流広場（健康管理センター 9:30～11:30）

　  7    ●母子健康手帳交付（健康管理センター 9:00 ～）

８

●マイナンバーカード 時間外交付日
●ママのリフレッシュ Day（さくラッコ 10:00 ～15:00）
●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～15:00）
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00 ～
　12:00）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖福祉医療センター　
　13:00～15:00）

９
●仙北市病院事業経営健全化計画に関する住民説明会（角館交
　流センター 多目的ホール 18 :30～20:30）
●おやこで楽しむふれあい講座（健康管理センター 9:15 ～）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（角館交流センター 13:00～       
　15:00）

１０ ●こころの相談（角館庁舎 10:00～、11:00～、13:30～、14:30～）

１１
●仙北市病院事業経営健全化計画に関する住民説明会（田沢湖
　総合開発センター 1階 大集会室 10:00～12:00）
●オリジナルナチュラルフレグランス講座（田沢湖図書館 2階    
　1400～16:00）

１２ ●田沢湖クリーンアップ大作戦 2026（花心亭しらはま隣おまつり広
　場 9:00 ～）

１３
●おやこ交流広場（健康管理センター 9:30～11:30）
●胃がん検診（詳しい時間・場所などは20ページをご覧ください）

１４
●仙北市病院事業経営健全化計画に関する住民説明会（神代就
　業改善センター 2階 集会室 18:30～20:30）
●母子健康手帳交付（健康管理センター 13:15 ～）
●出張さくラッコ【陶芸（てびねり）体験】（さくラッコ 10:00 ～）

１５

●えくぼの会（角館交流センター 10:00～14:00）
●包和花カフェ（角館総合病院 10:00 ～ 12:00）
●こみっとカフェ（NPO法人かじか瀬スペース 10:00～12:00）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 
　13:00～15:00）
●塩野米松のいのちわくわくおはなし絵本展（新潮社記念文学館
　9:00～17:00） 

１６
●体力・運動能力調査（詳しい時間・場所は7ページをご覧ください）

● 5 歳児健診（詳しい時間・場所は16ページをご覧ください）
●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～15:00）

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●発行日　1日
●〒014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後30番地　●TEL 0187-43-1111　●FAX 0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
●URL　https://www.city.semboku.akita.jp/　●印刷　㈱三森印刷

１７
●わくわく広場（さくラッコ 10:00 ～、13:00 ～）
●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～）

●わらび餅とフルーツゼリー教室（田沢湖健康増進センター 13:30 
　～16:00）

１８
●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～）
●やさいの花 小さなお話し会（仙北市総合情報センター 13:30～）

１９
２０ ●夏の芸術体験教室（西木総合開発センター 10:00 ～ 12:00）

２１

●助産師さんの相談日（健康管理センター 10:00 ～ 11:30）
●おやこ交流広場（健康管理センター 9:30～11:30）
●若者の居場所（角館交流センター 14:00～16:00）
●下延オレンジカフェの会（下延コミュニティセンター 14:00～16:00）

●こけ玉作り教室（小野崎家（角館公民館） 13:00～14:30)

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（桧木内出張所 10:00～
　12:00）

２２

●マイナンバーカード 時間外交付日
●母子健康手帳交付（健康管理センター 9:00 ～）
●あつまれ！０歳児 !!（さくラッコ 10:00 ～ 12:00）
●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～15:00）
●ペン習字教室（西木総合開発センター 10:00～11:30）
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00 ～
　12:00）

２３
● 1歳 6 か月児健診（健康管理センター 12:45 ～）
●大人の足育教室（田沢湖総合開発センター 14:00 ～ 16:00）

２４ ●笑いの会（健康管理センター 9:40 ～ 11:30）

２５

●�塩野米松氏×村上康成氏トークイベント（総合情報センター
　ラウンジ 14:30 ～）
●土曜日のさわやかカフェ（さわやか桜館 1階ホール 13:30 ～　
　15:30）
●オレンジカフェひまわり（グループホーム花みづき3号館 地域交
　流室 14:00 ～ 16:00）

２６ ●宝仙湖まつり（玉川ダム下流公園）

２７ ●おやこ交流広場（健康管理センター 9:30～11:30）

２８
●傾聴ボランティア養成講座（角館庁舎101・102会議室 13:30
　～15:00）
●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店15:00 ～16:30）
●母子健康手帳交付（健康管理センター 13:15 ～）

２９ ●無料法律相談（角館交流センター 13:30～）
●ペン習字教室（西木総合開発センター 10:00～11:30）

３０ ●こころの相談（角館庁舎 10:00～、11:00）
● 4・10 か月児健診（健康管理センター 13:00 ～）

３１ ●こころの相談（角館庁舎 13:30～、14:30）
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●タウンミーティング（詳しい時間・場所などは7ページをご覧くだ
　さい）
●第 18 回「学生陶芸展」（角館樺細工伝承館 9:00～16:00）

●公民館事業 夏休み企画（カスタムクレヨン作り教室、木工
　教室）（詳しい時間・場所などは23ページをご覧ください）
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「日土用の丑の日企画」
・うなぎ蒲焼き重（肝吸い付）  2,600円
・牛ステーキ重（味噌汁付）     3,200円
ご好評につき、今年も牛ステーキ重やります。
数量限定、好評受付中。ご予約はお早めに！！
クリオンでの引取となります。仙北市生活応援商品券が使えます。

7 月のメンテナンス休館日

ク 西木町門屋字屋敷田83-2　☎47-2010
時 6:00～21:00リオン

7月30日㈭はメンテナンスのため休館します。
最新情報はクリオン公式 SNS（X）またはホームページでもご確認
いただけます。

Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations3535 広報せんぼく広報せんぼく 3434

角館町西長野古米沢30-19　☎55-5888
　 8:30～21:30花 葉館 時

日帰り休憩プラン　ご予約は 4 名様より
特製弁当　3,900 円／特撰会席　4,900 円／旬彩御膳　5,900 円
ご入浴＋お食事＋ご休憩付き

さなぶりご宿泊プラン　
7 月17日㈮まで　1泊 2 食 9,900 円（おひとり様）
夕食は選べる定食
・ポーク焼き肉定食　
・天ぷら定食　
・山の芋定食
※�毎週火曜日、定期風呂清掃（9:00～14:00）のため、14時から通
常営業いたします。
　ご不便をおかけしますが、よろしくお願いいたします。

このプランでご宿泊のお客さま
は、オプション料理を特別価格で
追加できます。




